
人
手
不
足
も
反
映
、
１
７
年
調
査

が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断

し
た
。
連
休
明
け
に
も
閣
議

決
定
す
る
見
通
し
。

　

政
府
は
、
自
治
体
の
復
旧

事
業
で
国
の
補
助
率
を
引
き

上
げ
る
「
激
甚
災
害
」
に
西

日
本
豪
雨
を
指
定
す
る
手
続

き
も
進
め
て
お
り
、
被
災
地

支
援
の
態
勢
を
早
期
に
整
え

る
考
え
だ
。

　

特
定
非
常
災
害
は
、
特
定

非
常
災
害
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
。
１
９
９
５
年
の
阪
神

大
震
災
を
き
っ
か
け
に
制
定

　
【
共
同
】
総
務
省
が
１
３
日
発
表
し
た
２
０
１
７
年
の
就
業
構
造
基
本
調
査
に

よ
る
と
、
働
く
人
全
体
の
数
は
６
６
２
１
万
人
で
、
１
２
年
の
前
回
調
査
か
ら

１
７
９
万
人
増
加
し
た
。
こ
の
う
ち
パ
ー
ト
や
有
期
契
約
、
派
遣
な
ど
の
非
正
規

労
働
者
は
９
０
万
人
増
の
２
１
３
３
万
人
と
な
り
過
去
最
多
を
更
新
し
た
。
人
口

の
多
い
団
塊
の
世
代
が
定
年
退
職
し
、
有
期
契
約
や
派
遣
で
再
就
職
す
る
事
例
が

増
え
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。

依
然
４
割
、
定
年
再
雇
用
増
加

長
な
ど
の
特
例
が
想
定
さ
れ

る
。
過
去
の
指
定
は
阪
神
大

震
災
、
新
潟
県
中
越
地
震
、

東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震

の
震
災
４
件
で
、
豪
雨
で
の

適
用
は
初
め
て
。
深
刻
な
被

害
が
広
範
囲
に
わ
た
り
、
被

災
者
の
生
活
に
大
き
な
影
響

　
【
共
同
】
政
府
が
、
西
日

本
豪
雨
を「
特
定
非
常
災
害
」

に
指
定
す
る
方
針
を
固
め
た

こ
と
が
１
３
日
分
か
っ
た
。

被
災
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
手
続
き
が
で
き
な
く
な
っ

た
住
民
の
救
済
が
目
的
で
、

運
転
免
許
証
の
有
効
期
間
延

行
政
手
続
き
で
住
民
救
済

非正規最多２１００万人西
日
本
豪
雨
、
震
災
以
外
初

「
特
定
非
常
災
害
」
指
定
へ

対
米
包
囲
網
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
で

貿
易
摩
擦
激
化
の
中
国

厚労省、専門官増員要求へ

外国人雇用の
チェック強化

　
【
北
京
共
同
】
中
国
の
習

近
平
指
導
部
が
、
米
国
と
の

貿
易
摩
擦
が
激
化
す
る
中
、

ロ
シ
ア
や
イ
ン
ド
な
ど
を
含

む
新
興
５
カ
国
（
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
）
を
、
ト
ラ
ン
プ
米
政
権

包
囲
網
の
枠
組
み
と
し
て
活

用
し
よ
う
と
動
き
始
め
た
。

対
米
報
復
措
置
に
手
詰
ま
り

感
も
出
る
中
、欧
州
連
合（
Ｅ

Ｕ
）
も
巻
き
込
み
、
世
界
各

国
が
米
国
と
対
立
す
る
構
図

の
構
築
を
急
ぐ
。

　

中
国
外
務
省
の
張
軍
次
官

　
【
ロ
ー
マ
共
同
】ギ
リ
シ
ャ

西
部
オ
リ
ン
ピ
ア
で
、
古
代

の
詩
人
ホ
メ
ロ
ス
の
叙
事
詩

「
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
」
の
一

古
代
叙
事
詩
の

粘
土
板
発
掘

ホ
メ
ロ
ス
、
ギ
リ
シ
ャ
最
古
か

１９６４年東京五輪の聖火台の前で話す伊藤和男さん＝
１２日午後、宮城県石巻市（共同）

　

中
国
は
既
に
イ
ン
ド
な
ど

か
ら
輸
入
す
る
大
豆
の
関
税

を
撤
廃
。
米
国
産
に
は
報
復

関
税
を
発
動
し
て
お
り
、
他

国
か
ら
の
輸
入
を
増
や
す
方

針
だ
。
欧
州
と
の
経
済
連
携

も
模
索
し
、
週
明
け
に
は
北

京
で
Ｅ
Ｕ
と
の
首
脳
会
談
も

実
施
す
る
予
定
だ
。

さ
れ
た
。

　

大
規
模
災
害
で
は
、
避
難

生
活
を
送
る
住
民
が
行
政
手

続
き
で
役
所
の
窓
口
に
出
向

く
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
役

所
も
災
害
対
応
に
追
わ
れ
、

窓
口
業
務
で
十
分
な
対
応
が

で
き
な
く
な
る
。
特
定
非
常

災
害
に
指
定
さ
れ
れ
ば
、
住

民
も
役
所
も
生
活
再
建
や
復

旧
・
復
興
に
集
中
し
や
す
く

な
る
。

　

対
象
地
域
は
、
災
害
救
助

法
が
適
用
さ
れ
た
自
治
体
を

補
は
１
３
日
の
記
者
会
見

で
米
国
の
保
護
主
義
を
批
判

し
、
２
５
日
に
南
ア
フ
リ
カ

で
始
ま
る
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
首
脳

会
議
で
、
各
国
が
保
護
主
義

反
対
と
い
う
「
明
確
な
シ
グ

ナ
ル
を
発
信
す
る
」
と
強
調

し
た
。

　

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
は
ブ
ラ
ジ

ル
、ロ
シ
ア
、イ
ン
ド
、中
国
、

南
ア
フ
リ
カ
で
構
成
。
張
氏

は
「
米
国
が
起
こ
し
た
貿
易

戦
争
」
は
中
国
だ
け
で
な
く

世
界
全
体
の
経
済
を
脅
か
し

て
い
る
と
主
張
。
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
な
ど
新
興
国
は
株
式
、
為

替
市
場
の
変
動
の
あ
お
り
を

受
け
や
す
い
だ
け
に
「
政
策

面
で
の
協
調
が
必
要
だ
」
と

呼
び
掛
け
た
。

　

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
は
成
長
鈍
化

な
ど
で
国
際
的
な
地
位
低
下

も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。一
方
、

中
国
は
米
国
へ
の
追
加
制
裁

を
繰
り
出
そ
う
に
も
、
内
需

を
下
押
し
し
か
ね
な
い
追
加

関
税
な
ど
の
措
置
は
打
ち
出

し
づ
ら
く
な
っ
て
お
り
、
Ｂ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
結
束
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
で
米
国
に
対
抗

す
る
。

〜
３
４
歳
の
若
年
層
で
は

２
・
４
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。

総
務
省
の
担
当
者
は
「
若
い

世
代
で
は
正
社
員
化
が
進
ん

で
い
る
」
と
分
析
し
た
。

　

都
道
府
県
ご
と
の
非
正
規

の
割
合
は
、
沖
縄
が
最
も
高

い
４
３
・
１
％
。
最
低
は
徳

島
の
３
２
・６
％
だ
っ
た
。

　

非
正
規
の
中
で
は
パ
ー

ト
と
ア
ル
バ
イ
ト
が
計

１
４
７
２
万
人
で
最
多
。
契

約
社
員
は
３
０
３
万
人
、
派

遣
労
働
者
は
１
４
２
万
人

だ
っ
た
。
希
望
し
て
も
正
社

員
の
働
き
口
が
な
い
「
不

本
意
非
正
規
」
の
割
合
は

１
２
・
６
％
。
特
に
東
北
地

方
で
高
い
傾
向
が
あ
り
、
青

森
、
秋
田
、
山
形
、
福
島
は

１
６
％
を
超
え
た
。

　

働
く
人
の
う
ち
育
児
中
の

人
は
８
８
１
万
人
、
介
護
中

の
人
は
３
４
６
万
人
で
、
い

ず
れ
も
前
回
調
査
よ
り
増
え

た
。
産
業
別
に
見
た
働
く
人

の
数
は
製
造
業
が
最
多
で

１
０
５
３
万
人
。
卸
売
・
小

売
業
１
０
１
２
万
人
、医
療
・

福
祉
８
１
６
万
人
、
建
設
業

４
９
０
万
人
と
続
い
た
。

　

調
査
は
１
５
歳
以
上
の
男

　

前
回
調
査
か
ら
の
５
年
間

は
安
倍
政
権
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
と
重
な
る
。
雇
用
情
勢
は

改
善
し
、
人
手
不
足
を
反
映

し
て
女
性
や
高
齢
者
で
も
働

く
人
が
増
え
て
い
る
が
、
役

員
ら
を
除
い
た
雇
用
者
数
に

占
め
る
非
正
規
の
割
合
は
依

然
約
４
割
と
高
い
。
６
月
に

成
立
し
た
働
き
方
改
革
関
連

法
で
は
、
定
年
後
の
再
雇
用

を
含
む
非
正
規
労
働
者
の
待

遇
改
善
が
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
企
業
側
の
対
応
が
急
務

に
な
っ
て
い
る
。

　

１
５
〜
６
４
歳
の
生
産

年
齢
人
口
に
占
め
る
働
く

人
の
割
合
は
３
・
７
ポ
イ

ン
ト
増
の
７
６
・
０
％
で

過
去
最
高
と
な
っ
た
。
都

道
府
県
別
で
は
福
井
が

８
０
・
３
％
で
最
も
高
く
、

山
形
（
７
９
・
７
％
）、
富
山

（
７
９
・１
％
）
が
続
い
た
。

　

役
員
な
ど
を
除
く
雇
用

者
数
は
２
３
０
万
人
増
の

５
５
８
４
万
人
。
こ
の
う
ち

非
正
規
の
占
め
る
割
合
は
前

回
と
同
じ
３
８
・
２
％
で
横

ば
い
だ
っ
た
が
、
６
０
歳
以

上
の
高
齢
者
で
は
１
・
３
ポ

イ
ン
ト
増
加
。
反
対
に
１
５

　
【
共
同
】
外
国
人
の
求
職

相
談
に
応
じ
た
り
、
企
業
の

雇
用
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し

た
り
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
「
外
国
人
労
働
者
専
門

官
」
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働

省
は
１
３
日
、
大
幅
増
員
す

る
方
針
を
固
め
た
。
日
本
で

働
く
外
国
人
が
急
増
す
る
一

方
で
、
専
門
官
は
全
国
で
約

１
３
０
人
し
か
い
な
い
。
来

春
か
ら
外
国
人
の
新
た
な
在

留
資
格
の
運
用
も
始
ま
る
見

通
し
で
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

強
化
し
た
い
考
え
。

　

本
年
度
分
の
増
員
要
求
は

１
２
人
し
か
実
現
し
な
か
っ

た
が
、
来
年
度
予
算
の
概

算
要
求
に
、
数
十
人
か
ら

１
０
０
人
規
模
の
増
員
を
盛

り
込
む
方
向
だ
。

　

１
５
〜
６
４
歳
の
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
や
景
気
の
回

復
傾
向
を
受
け
、
国
内
の
人

手
は
不
足
気
味
。
一
方
で
、

日
本
で
就
労
し
て
い
る
外
国

人
は
昨
年
１
０
月
末
時
点
で

過
去
最
高
の
約
１
２
８
万
人

に
上
る
。
政
府
は
来
年
４

月
に
新
た
な
在
留
資
格
を
設

け
、
農
業
、
建
設
、
造
船
、

宿
泊
、
介
護
の
５
分
野
で
、

２
０
２
５
年
ま
で
に
５
０
万

人
以
上
の
受
け
入
れ
拡
大
を

見
込
ん
で
い
る
。

　

専
門
官
は
外
国
人
労
働
者

の
多
い
東
京
都
や
愛
知
県
、

大
阪
府
を
中
心
に
配
置
。
１

人
当
た
り
年
間
で
約
１
０
０

事
業
所
を
受
け
持
ち
、
最
低

賃
金
以
上
が
支
払
わ
れ
て
い

る
か
や
不
法
就
労
が
な
い

か
、
適
切
に
休
暇
や
休
息

を
取
ら
せ
て
い
る
か
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
役
割
を
担

う
。

　

た
だ
、
外
国
人
を
雇
う
企

業
は
全
国
で
約
１
９
万
事
業

所
あ
り
、
現
状
の
人
員
で

は
年
間
計
１
万
社
程
度
の

チ
ェ
ッ
ク
に
と
ど
ま
る
。
新

た
な
在
留
資
格
の
創
設
を
控

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
幅

な
人
員
増
が
不
可
欠
と
判
断

し
た
。

　
【
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
共
同
】

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
１
２

日
の
北
大
西
洋
条
約
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
首
脳
会
議
で
、

本
来
の
議
題
を
無
視
し
て
欧

州
の
防
衛
費
負
担
が
不
十
分

だ
と
怒
り
だ
し
、
他
国
首
脳

へ
の
攻
撃
を
始
め
た
た
め
、

協
議
を
急
き
ょ
非
公
開
に
す

る
な
ど
大
混
乱
に
陥
っ
た
こ

と
が
、
加
盟
国
当
局
者
の
話

で
１
３
日
ま
で
に
分
か
っ

た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
旧
ソ
連
の

ジ
ョ
ー
ジ
ア
（
グ
ル
ジ
ア
）

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
情
勢
に
つ

い
て
協
議
す
る
場
に
遅
刻
し

た
上
、
い
ら
立
ち
を
隠
せ
な

い
様
子
だ
っ
た
。
会
合
で
は

約
１
０
分
間
、
欧
州
加
盟
国

の
防
衛
費
が
少
な
い
と
わ
め

き
散
ら
し
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
ス

ト
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
事
務
総
長

は
、
非
加
盟
国
で
あ
る
両
国

首
脳
に
退
席
を
求
め
、
協
議

を
非
公
開
と
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
ド
イ
ツ
の

メ
ル
ケ
ル
首
相
、
フ
ラ
ン
ス

の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
、
メ

イ
英
首
相
ら
一
人
一
人
に
対

し
、
２
０
２
４
年
ま
で
の
目

標
で
あ
る
防
衛
費
の
国
内
総

生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
２
％
を

「
直
ち
に
」
達
成
せ
よ
と
要

女
約
１
０
８
万
人
を
対
象
に

昨
年
１
０
月
１
日
時
点
の
状

況
を
聞
い
た
。

議
題
無
視
し
て
防
衛
費
増
要
求

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
会
議
で
ト
ラ
ン
プ
氏

ダ
ム
放
流
「
徹
底
的
に
検
証
」

首
相
、
愛
媛
で
視
察
し
黙
と
う

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

は
１
３
日
、
西
日
本
豪
雨
で

大
き
な
被
害
が
出
た
愛
媛
県

を
訪
問
し
、
川
の
氾
濫
で
浸

水
し
た
地
域
な
ど
を
視
察

し
、
犠
牲
者
に
黙
と
う
を
さ

さ
げ
た
。
視
察
後
、
同
県
の

肱
川
上
流
に
あ
る
野
村
ダ
ム

肱
川
は
氾
濫
し
、
流
域
の
西

予
市
で
５
人
が
犠
牲
に
な
っ

た
。

　

首
相
は
「
現
場
で
は
ダ
ム

が
決
壊
す
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
切
迫
し
た
状
況
の

中
、
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
適
切

に
対
応
し
た
と
報
告
を
受
け

て
い
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
声

が
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
い

る
」
と
も
語
っ
た
。

　

放
流
を
巡
り
、
石
井
啓
一

国
交
相
は
１
０
日
の
記
者
会

見
で
、
適
切
に
対
応
し
た
と

の
認
識
を
示
し
て
い
た
。

　

首
相
は
宇
和
島
市
役
所
で

中
村
時
広
知
事
ら
と
会
い
、

水
道
の
早
期
復
旧
や
が
れ
き

処
理
へ
の
財
政
支
援
な
ど
の

要
望
を
受
け
た
。首
相
は「
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
で

き
る
こ
と
は
全
て
や
る
」
と

強
調
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
同
県
西

予
市
の
浸
水
現
場
で
黙
と
う

し
た
。
大
洲
市
の
浸
水
現
場

や
避
難
所
も
視
察
し
、
避
難

所
で
は
「
家
財
道
具
が
全
部

愛媛県の中村時広知事（右）との意見交換を終え、取材に応じ
る安倍首相＝１３日午後、宇和島市役所（代表撮影）（共同）

中
心
に
被
災
状
況
を
考
慮
し

て
国
が
選
定
。
対
象
と
な
る

手
続
き
は
、
所
管
す
る
各
省

庁
が
今
後
決
め
る
。
こ
れ
ま

で
の
例
で
は
、
運
転
免
許
証

の
ほ
か
、
飲
食
店
の
営
業
許

可
な
ど
が
延
長
さ
れ
た
。
ま

た
住
宅
再
建
が
遅
れ
た
場
合

な
ど
に
仮
設
住
宅
の
入
居
期

限
も
延
び
た
。
熊
本
地
震
で

は
約
２
０
０
項
目
が
対
象
と

な
っ
た
。

駄
目
に
な
っ
た
」
と
話
す
女

性
に
「
生
活
支
援
を
進
め
て

い
く
。
体
に
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
」
と
声
を
掛
け
た
。

　

松
山
空
港
へ
戻
る
自
衛
隊

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
機
内
か
ら

は
、
小
学
生
の
姉
妹
ら
が
土

砂
崩
れ
の
犠
牲
に
な
っ
た
松

山
市
の
離
島
、
怒
和
島
な
ど

を
真
剣
な
表
情
で
見
つ
め

た
。

　

首
相
が
豪
雨
の
被
災
地
を

の
放
水
量
を
増
や
し
た
操
作

に
つ
い
て
、
同
県
宇
和
島
市

で
記
者
団
に
「
国
土
交
通
省

で
徹
底
的
に
検
証
し
、
改
善

点
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
改
善

し
て
い
く
」
と
表
明
し
た
。

訪
れ
た
の
は
１
１
日
の
岡
山

に
続
い
て
２
県
目
。
１
５
日

に
は
広
島
県
を
訪
れ
る
方
向

で
調
整
し
て
い
る
。

部
が
刻
ま
れ
た
粘
土
板
が
発

掘
さ
れ
た
。
３
世
紀
ご
ろ
の

も
の
と
み
ら
れ
、
ギ
リ
シ
ャ

で
発
見
さ
れ
た
最
古
の
オ

デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
の
記
録
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

同
国
文
化
省
が
１
２
日
ま
で

に
明
ら
か
に
し
た
。

　

ギ
リ
シ
ャ
と
ド
イ
ツ
の
研

究
チ
ー
ム
が
、
ゼ
ウ
ス
神
殿

の
近
く
で
遺
跡
発
掘
作
業
中

に
発
見
し
た
。
２
４
歌
で
構

成
さ
れ
る
長
編
叙
事
詩
の
う

ち
、
第
１
４
歌
の
一
部
が
記

さ
れ
て
い
た
。

　

オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
は
紀
元

前
８
世
紀
ご
ろ
の
詩
人
ホ
メ

ロ
ス
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。

ト
ロ
イ
戦
争
の
後
、
英
雄
オ

デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
故
郷
に
帰

る
ま
で
の
１
０
年
に
わ
た
る

放
浪
の
旅
が
記
さ
れ
て
い

る
。

求
。
実
現
で
き
な
け
れ
ば
、

米
国
は
勝
手
に
行
動
す
る
と

脅
し
た
が「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
脱
退
」

な
ど
具
体
的
な
こ
と
は
言
わ

な
か
っ
た
。

　

マ
ク
ロ
ン
氏
は
共
同
宣
言

に
盛
り
込
ん
だ
２
４
年
ま
で

の
２
％
達
成
は
努
力
す
る

が
、
宣
言
は
変
え
ら
れ
な
い

し
、
議
会
も
通
さ
ず
に
増
額

は
で
き
な
い
と
反
論
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
発
言
後
、

勝
ち
誇
っ
た
よ
う
な
表
情
に

な
り
、
そ
の
後
の
記
者
会
見

で
加
盟
国
か
ら
増
額
の
約
束

を
取
り
付
け
た
と
満
足
げ
に

説
明
し
た
。
た
だ
、
実
際
は

即
時
増
額
す
る
と
述
べ
た
首

脳
は
い
な
い
と
い
う
。

聖
火
リ
レ
ー
「
復
興
の
力
に
」

被
災
地
歓
迎
、
不
満
の
声
も

　
【
共
同
】
福
島
県
か
ら

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
の
聖

火
リ
レ
ー
が
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
が
１
２
日
決
ま
り
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は

「
復
興
へ
の
力
に
な
る
」
と

歓
迎
の
声
が
上
が
る
一
方
、

「
政
治
利
用
さ
れ
た
」
と
の

不
満
も
入
り
交
じ
っ
た
。

　

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

事
故
な
ど
震
災
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
福
島
県
。「『
復

興
五
輪
』
と
言
う
の
な
ら
福

島
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
が

筋
。
あ
と
２
０
歳
若
か
っ
た

ら
リ
レ
ー
の
走
者
に
応
募
し

て
い
た
」
と
大
熊
町
の
帰
還

困
難
区
域
か
ら
い
わ
き
市
に

避
難
し
て
い
る
吉
田
良
次
さ

ん
（
６
２
）。

　

同
県
飯
舘
村
の
菅
野
典
雄

村
長
は
「
五
輪
を
復
興
に
活

用
し
た
い
」
と
強
調
。
川
俣

町
の
佐
藤
金
正
町
長
は
「
被

災
地
が
活
気
づ
く
ギ
ア
に
な

る
」
と
期
待
感
を
示
し
た
。

　

岩
手
県
大
船
渡
市
の
鮮
魚

店
員
村
上
大
介
さ
ん（
４
２
）

は
「
二
度
と
な
い
機
会
な
の

で
子
ど
も
た
ち
に
見
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
す
。
聖
火

リ
レ
ー
の
出
発
点
を
目
指
し

て
き
た
宮
城
県
・
石
巻
市
体

育
協
会
の
伊
藤
和
男
会
長

（
７
１
）
は
「
石
巻
な
ら
な

お
良
か
っ
た
が
、
福
島
か
ら

で
も
世
界
に
復
興
の
ア
ピ
ー

ル
は
で
き
る
」
と
語
っ
た
。

　

同
県
名
取
市
の
自
営
業
伊

東
章
さ
ん
（
６
７
）
は
、
福

島
県
を
出
発
し
た
聖
火
リ

レ
ー
が
続
け
て
岩
手
、
宮
城

両
県
を
回
ら
な
い
こ
と
に
つ

い
て
「
被
災
地
の
沿
岸
を
走

る
こ
と
で
津
波
被
害
の
大
き

さ
や
、
原
発
事
故
の
悲
惨
さ

が
分
か
る
の
に
」
と
疑
問
を

呈
し
た
。
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ば
ら
ま
き
政
策
を
続
々
可
決

　

同
氏
に
よ
る
と
、

２
０
０
６
年
に
起
き
た
よ

う
な
警
官
と
の
衝
突
や
攻
撃

は
も
う
起
き
な
い
が
、
ラ
イ

バ
ル
組
織
の
構
成
員
や
Ｐ
Ｃ

Ｃ
内
の
反
乱
分
子
を
殺
す
様

子
を
録
画
し
た
ビ
デ
オ
を
流

し
、
殺
害
後
の
遺
体
が
発
見

さ
れ
な
い
よ
う
処
分
す
る
事

で
、
国
民
や
不
満
分
子
を
疑

心
暗
鬼
に
陥
ら
せ
る
と
い
う

戦
略
は
更
に
広
ま
る
と
い
う
。

　

そ
の
他
に
も
、
リ
オ
州
内

で
Ｃ
Ｖ
に
対
抗
す
る
第
３
純

血
コ
マ
ン
ド
（
Ｔ
Ｃ
Ｐ
）
や

ア
ミ
ー
ゴ
・
ド
ス
・
ア
ミ
ー

ゴ
ス
（
Ａ
Ｄ
Ａ
）
な
ど
の
犯

罪
組
織
に
武
器
や
麻
薬
、
人

材
を
提
供
し
て
連
帯
を
強

め
、
Ｃ
Ｖ
を
押
さ
え
込
む
、

ペ
ル
ー
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
国
境

を
接
し
て
い
る
北
部
に
勢
力

を
伸
ば
す
と
い
っ
た
戦
略
も

と
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
従
来
は
麻
薬
販
売

者
か
ら
購
入
し
、
下
請
け
の

　

テ
メ
ル
政
権
は
既
に
求
心
力
を
失
っ
て
お
り
、
１
０
月
に
統
一
選
挙
を
控
え
て

い
る
連
邦
議
員
た
ち
が
、
自
分
の
支
持
団
体
な
ど
、
特
定
の
業
界
の
利
益
に
な
り
、

国
家
財
政
に
は
損
失
を
与
え
る
よ
う
な
法
案
（
パ
ウ
タ
・
ボ
ン
バ
）
を
着
々
と
成

立
さ
せ
て
い
る
。
歳
出
増
、
歳
入
減
に
繋
が
る
こ
れ
ら
の
政
策
に
よ
る
国
家
財
政

へ
の
影
響
は
、
今
後
数
年
間
の
合
計
で
１
千
億
レ
ア
ル
に
達
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
、
１
２
、１
３
日
付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

可
決
さ
れ
て
い
く
中
、
政
府

は
せ
め
て
、
来
年
の
収
支
バ

ラ
ン
ス
が
目
標
内
に
収
ま
る

よ
う
に
、
国
家
の
収
入
を
増

や
し
、
支
出
を
減
ら
す
よ
う

な
措
置
を
実
現
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
。
だ
が
、
政
府
の

経
済
ス
タ
ッ
フ
が
、
国
家
財

政
の
健
全
化
の
見
地
か
ら
政

策
を
立
案
し
て
も
、
議
会
に

送
る
と
骨
抜
き
に
さ
れ
て
し

ま
う
と
い
う
の
が
現
状
だ
。

　
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
グ
ァ
ル
ジ

ア
財
相
は
既
に
、
エ
ウ
ニ
シ

オ・オ
リ
ベ
イ
ラ
、
ロ
ド
リ
ゴ・

マ
イ
ア
の
上
下
両
院
議
長
に

対
し
、
い
た
ず
ら
に
国
家
予

算
を
圧
迫
す
る
よ
う
な
法
案

の
採
決
を
遅
ら
せ
る
よ
う
に

要
請
し
て
い
る
。

　

グ
ァ
ル
ジ
ア
財
相
は
１
２

日
に
エ
ス
タ
ー
ド
紙
の
取
材

に
答
え
、
議
員
た
ち
が
行
っ

て
い
る
、
特
定
の
団
体
や
業

界
の
利
益
に
な
る
よ
う
な
ば

ら
撒
き
は
「
不
適
切
だ
し
、

時
期
が
悪
す
ぎ
る
」
と
語
り
、

政
府
は
損
失
分
を
穴
埋
め
で

き
る
よ
う
な
政
策
を
要
求
し

て
い
く
と
述
べ
た
。

　

ロ
シ
ア
Ｗ
杯
も
い
よ
い
よ

終
盤
で
、
１
４
日
午
前
１
１

時
の
３
位
決
定
戦（
ベ
ル
ギ
ー

対
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）、
１
５
日

正
午
の
決
勝
戦
（
フ
ラ
ン
ス

対
ク
ロ
ア
チ
ア
）
で
終
了
す

る
。
聖
市
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ク
ロ
ア
チ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ァ
ン
が
集

　

来
年
度
予
算
案
の
提
出

期
限
を
８
月
に
控
え
る
政
府

経
済
ス
タ
ッ
フ
は
、
４
月
に

提
出
し
た
連
邦
予
算
基
本
法

（
Ｌ
Ｄ
Ｏ
）
で
、「
来
年
の

国
家
公
務
員
ら
の
給
与
調
整

を
行
わ
な
い
こ
と
」
と
、「
高

所
得
者
層
限
定
の
投
資
フ
ァ

ン
ド
へ
の
課
税
」
を
提
案
し

て
い
る
。

　

経
済
ス
タ
ッ
フ
は
、
国
家

公
務
員
と
軍
人
の
給
与
調

整
を
行
わ
な
け
れ
ば
歳
出
が

１
１
０
億
レ
削
減
さ
れ
、
投

資
フ
ァ
ン
ド
へ
の
課
税
で
は

歳
入
が
６
０
億
レ
増
と
踏

ん
で
い
る
が
、
１
１
日
の
議

会
は
公
務
員
ら
の
圧
力
に
屈

し
、
公
務
員
の
給
与
調
整
を

行
わ
な
い
と
の
Ｌ
Ｄ
Ｏ
の
項

目
を
否
決
し
た
。
公
務
員
給

議
員
の
頭
は
選
挙
の
事
だ
け

密
売
者
に
仲
介
す
る
形
が
多

か
っ
た
パ
ラ
グ
ア
イ
や
ボ
リ
ビ

ア
か
ら
の
麻
薬
を
、
直
接
購

入
し
て
小
売
ま
で
統
括
。
個

人
的
に
行
っ
て
い
た
欧
州
な
ど

へ
の
麻
薬
販
売
も
組
織
で
行

う
よ
う
に
な
り
、
国
際
的
な

麻
薬
密
売
組
織
に
様
変
わ
り

し
て
き
て
い
る
。

　

欧
州
へ
の
麻
薬
販
売
を
組

織
の
仕
事
に
し
た
ロ
ジ
ェ
リ

オ
・
ジ
ェ
レ
ミ
ア
ス
・
デ
・
シ

モ
ネ
（
通
称
ジ
ェ
ジ
ェ
、
以
下

同
）
や
フ
ァ
ビ
ア
ノ・
ア
ウ
ヴ
ェ

ス
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
（
ペ
カ
）
ら
、

リ
ー
ダ
ー
格
だ
が
地
位
を
狙

う
構
成
員
殺
害
を
命
じ
た
ジ

ル
ベ
ル
ト
・
ア
パ
レ
シ
ド
・
ド

ス・サ
ン
ト
ス（
フ
ミ
ニ
ョ
）は
、

マ
ル
コ
・
ウ
イ
リ
ア
ン
ス
・
Ｈ
・

カ
マ
ッ
シ
ョ
（
マ
ル
コ
ラ
）
救

出
作
戦
に
も
参
加
し
た
大
物

で
、
マ
ル
コ
ラ
以
上
の
財
力

を
有
す
と
い
う
。

　

国
際
的
な
麻
薬
取
引
の
収

益
は
、
コ
カ
イ
ン
１
キ
ロ
あ

た
り
、
欧
州
で
２
万
５
千
ド

ル
、
中
国
で
１
０
万
ド
ル
と

さ
れ
、
購
入
か
ら
販
売
ま
で

を
統
括
す
る
事
で
、
従
来
以

上
の
財
力
を
持
ち
、
武
器
販

売
で
も
勢
力
を
伸
ば
す
事
は

間
違
い
が
な
い
。

　

ガ
キ
ヤ
氏
の
動
け
る
範
囲

は
聖
州
の
み
だ
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｃ

は
も
は
や
国
際
組
織
で
、
構

成
員
数
や
動
か
す
金
の
額
も

コ
ロ
ン
ビ
ア
な
ど
の
組
織
を

凌
ぐ
と
い
う
。
同
氏
の
願
い

は
、
警
察
と
検
察
が
一
体
化

し
、
全
国
規
模
で
Ｐ
Ｃ
Ｃ
と

対
峙
出
来
る
時
の
到
来
だ
。

に
も
手
を
染
め
て
お
り
、
マ

フ
ィ
ア
の
一
つ
と
な
る
日
は
近

い
と
い
う
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｃ
構
成
員
は
パ
ラ
グ

ア
イ
や
ボ
リ
ビ
ア
で
も
増
え

て
お
り
、
国
内
外
で
の
勢
力

や
影
響
力
拡
大
の
た
め
、
リ

オ
州
を
本
拠
と
す
る
コ
マ
ン

ド
・
ヴ
ェ
ル
メ
ー
リ
ョ
（
Ｃ
Ｖ
）

や
そ
の
傘
下
の
組
織
の
構
成

員
を
１
０
０
人
以
上
殺
し
て

い
る
。
ま
た
、
刑
務
所
職
員

や
警
官
殺
し
で
組
織
の
力
を

誇
示
し
、
国
民
の
恐
怖
心
を

煽
っ
た
時
期
も
あ
る
。

　

聖
州
に
本
拠
を
置
く
犯

罪
組
織
「
州
都
第
一
コ
マ
ン

ド
（
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
に
関
す
る

捜
査
担
当
で
、
過
去
５
年
間

に
３
０
０
人
以
上
を
起
訴
し

た
聖
州
検
察
局
の
ガ
キ
ヤ
・

リ
ン
コ
ウ
ン
捜
査
官
が
「
Ｐ

Ｃ
Ｃ
は
南
米
一
の
犯
罪
組
織
」

と
明
言
し
た
と
１
３
日
付
エ

ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

同
氏
に
よ
る
と
、
Ｐ
Ｃ
Ｃ

が「
マ
フ
ィ
ア
」の
範
疇
に
入
っ

て
い
な
い
の
は
資
金
洗
浄
力

が
不
十
分
な
た
め
だ
。
だ
が
、

現
在
は
国
際
的
な
麻
薬
取
引

担
当
捜
査
官
が
実
態
を
語
る

市
長
罷
免
動
議
、議
会
で
否
決

検
察
と
警
察
が
協
力
し
て
対
峙
を

下
院
で
審
議
さ
れ
る
。

　

連
邦
政
府
は
、
下
院
で
も

マ
ナ
ウ
ス
経
済
特
区
内
の
飲

料
メ
ー
カ
ー
へ
の
減
税
継
続

と
な
っ
た
場
合
は
、
最
高
裁

に
訴
え
る
意
向
を
表
明
し
て

い
る
。

　

既
に
上
下
両
院
を
通
過
し

た
法
案
に
は
、
農
業
界
の
社

会
保
障
債
務
の
取
り
扱
い
変

更
に
関
す
る
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
は
今
年
の
会
計
を
直
撃

し
、
そ
の
規
模
は
１
３
０
億

レ
だ
。

　

ま
た
、「
テ
メ
ル
大
統
領

が
拒
否
権
を
行
使
し
た
、
中

小
企
業
へ
の
減
税
措
置
」
を

無
効
に
す
る
事
（
つ
ま
り
減

税
の
継
続
）
も
既
に
両
院
を

通
過
し
た
。
国
家
財
政
に
は

向
こ
う
１
０
年
間
で
７
８
億

レ
の
損
失
と
な
る
。

　
こ
う
し
た
法
案
が
次
々
と

議会傍聴席で「クリヴェラ出ていけ」とプラカードを掲げるリオ市民
（Tomaz Silva / Ag. Brasil）

議会が言うことを聞かず、苦悩を深めるエドゥアルド・グァ
ルジア財相（Antonio Cruz / Ag. Brasil）

財
政
穴
埋
め
施
策
は
骨
抜
き
に

リ オ

の
調
整
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、

１
７
５
億
レ
の
支
出
増
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
１
９
年

度
予
算
は
既
に
、
６
年
連
続

の
赤
字
予
算
と
な
る
見
込
み

だ
。

る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
る
。

ベ
ル
ギ
ー
応
援
に
は
フ
ェ
レ
イ

ラ
・
デ
・
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
街

５
８
９
番
のD

eliriu
m
 

C
afé

、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
応

援
に
は
マ
ヌ
エ
ル
・
ゲ
デ
ス

街
２
４
３
番
のC

am
d
en 

H
ou
se

、
フ
ラ
ン
ス
応
援
に

は
フ
ラ
ジ
ケ
・
コ
ウ
チ
ー
ニ
ョ

街
１
７
９
番
のR

en
d
ez-

V
ous

、
ク
ロ
ア
チ
ア
応
援
に

は
ト
ビ
ー
ア
ス
・
バ
レ
ッ
ト
街

４
５
４
番
のSo

cied
ad
e 

A
m
igos da D

alm
aci

a

が
お
勧
め
。
試
合
日
と
時

間
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
。

　
　
　
　
　

◎

　

６
月
２
０
日
付
本
紙
は
、

「
伯
国
株
７
万
Ｐ
前
後
で
も

み
合
い
」
と
報
じ
た
が
、
聖

市
株
式
市
場
指
数
（
Ｉ
ｂ

ｏ
ｖ
ｅ
ｓ
ｐ
ａ
）
は
、
６
月

２
７
日
に
７
万
６
０
９
・
０

０
ポ
イ
ン
ト
（
Ｐ
）
を
記
録

し
て
以
来
、
７
月
１
２
日
ま

で
の
１
０
営
業
日
中
７
回
、

前
日
比
上
昇
を
記
録
。
１
２

日
の
終
値
は
７
万
５
８
５
６

・
２
２
Ｐ
と
、
７
万
５
千
Ｐ

を
超
え
る
ま
で
に
回
復
し
て

き
た
。
１
３
日
午
後
５
時
の

値
も
７
万
６
５
９
８
・
８
７

Ｐ
で
、
６
月
２
７
日
か
ら
の

上
昇
率
は
８
・４
８
％
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

ロ
ラ
イ
マ
州
で
暮
ら
す
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
人
女
性（
３
２
）が
、

バ
ク
テ
リ
ア
性
の
脳
脊
髄
膜

炎
に
か
か
っ
た
。
耳
か
ら
バ
ク

テ
リ
ア
が
入
り
、
神
経
系
を

冒
し
て
、
脳
脊
髄
膜
炎
発
症

に
至
っ
た
。
脳
脊
髄
膜
炎
は

人
か
ら
人
へ
と
感
染
す
る
病

気
で
は
な
い
の
で
、一
概
に「
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
人
難
民
の
衛
生
状

態
が
劣
悪
」
と
は
言
え
な
い

が
、
昨
年
も
同
州
で
確
認
さ

れ
た
２
３
人
の
脳
脊
髄
膜
炎

患
者
の
内
、
２
人
は
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
人
で
、
１
６
年
は
１
４

人
中
３
人
が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人

だ
っ
た
。

　

ル
ー
マ
ニ
ア
で
開
催
さ
れ

た
第
５
９
回
国
際
数
学
五

輪
で
、
伯
国
代
表
チ
ー
ム
か

ら
５
人
が
入
賞
し
、
団
体
と

し
て
も
２
８
位
に
入
っ
た
と

１
２
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
な
ど

が
報
じ
た
。

　

参
加
者
の
総
数
は
５
９
４

人
で
、
伯
国
か
ら
は
５
人
が

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
の
は
、
ペ

ド
ロ
・
ル
ー
カ
ス
・
ス
ポ
ン

シ
ア
ド
さ
ん
（
１
７
、
聖
市

の
コ
レ
ー
ジ
オ
・
エ
タ
ッ
パ

在
学
）
で
、
４
２
点
中
３
５

点
を
と
っ
た
。
銅
メ
ダ
ル
獲

得
者
は
、
ブ
ル
ー
ノ
・
ブ

ラ
ジ
ル
・
メ
イ
ニ
ャ
ル
ト
さ

ん
（
１
７
、
フ
ォ
ル
タ
レ
ー

ザ
市
）、
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ペ

ル
ー
ゾ
・
ト
レ
ヴ
ィ
ザ
ン
さ

ん
（
１
６
、
聖
市
）、
ペ
ド

ロ
・
ゴ
メ
ス
・
カ
ブ
ラ
ル
さ

ん
（
１
５
、
フ
ォ
ル
タ
レ
ー

ザ
市
）、ア
ン
ド
レ
・
ユ
ウ
ジ
・

ヒ
サ
ツ
ガ
さ
ん
（
１
８
、
聖

市
）の
４
人
だ
。
ま
た
、ル
ー

カ
ス
・
ヒ
ロ
シ
・
ハ
ン
ケ
・

ヒ
ラ
ダ
さ
ん
（
１
７
、聖
市
）

は
敢
闘
賞
を
も
ら
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
伯
国
は

１
０
７
カ
国
中
２
８
位
に

入
っ
た
。
伯
国
代
表
チ
ー
ム

の
引
率
教
師
は
、
聖
市
の

レ
ー
ジ
ス
・
プ
ラ
ド
・
バ

ル
ボ
ー
ザ
氏
と
、
フ
ォ
ル
タ

レ
ー
ザ
市
の
ア
ル
マ
ン
ド
・

バ
ル
ボ
ー
ザ
・
フ
ィ
ー
リ
ョ

氏
だ
。

　

レ
ー
ジ
ス
・
バ
ル
ボ
ー
ザ

氏
は
、「
今
回
の
結
果
は
、

伯
国
代
表
が
よ
り
成
熟
し
た

事
を
示
し
て
い
る
。
金
メ
ダ

ル
は
日
々
の
鍛
錬
を
積
み
重

ね
た
結
果
で
あ
り
、
教
師
達

が
毎
年
、
熱
心
に
教
え
た
結

果
だ
」
と
強
調
し
た
。

　

伯
国
は
１
９
７
９
年
か

ら
数
学
五
輪
に
参
加
し
始

め
、
こ
れ
ま
で
に
、
金
メ
ダ

ル
１
０
個
と
銀
メ
ダ
ル
４
３

個
、
銅
メ
ダ
ル
７
７
個
、
敢

闘
賞
３
３
個
を
獲
得
し
て
い

る
。

　

リ
オ
市
議
会
は
１
２
日
、

賛
成
１
６
、
反
対
２
５
で
、

マ
ル
セ
ロ
・
ク
リ
ヴ
ェ
ラ
市
長

（
伯
国
共
和
党
・
Ｐ
Ｒ
Ｂ
）

の
罷
免
手
続
き
開
始
申
請
を

棄
却
し
た
と
、
１
３
日
付
伯

字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

発
端
は
先
週
、
リ
オ
市
庁

舎
で
開
か
れ
た
、「
エ
ヴ
ァ
ン

ジ
ェ
リ
コ
」
と
も
呼
ば
れ
る

過
激
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宗

派
関
係
者
と
の
会
合
で
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
教
会
の
休
職
牧

師
で
も
あ
る
同
市
長
が
、「
聖

職
者
や
信
者
は
無
料
か
つ
優

先
的
に
白
内
障
や
静
脈
瘤
の

手
術
を
受
け
ら
れ
る
」、「
宗

教
施
設
の
固
定
資
産
税
を
合

法
的
に
免
除
と
す
る
」
な
ど

と
発
言
し
た
こ
と
だ
。
同
市

長
は
自
分
と
同
じ
宗
派
へ
の

〃
え
こ
ひ
い
き
〃
を
否
定
し
、

会
合
の
目
的
は
、
出
席
者
た

ち
に
リ
オ
市
の
会
計
を
公
表

し
、
社
会
福
祉
政
策
を
紹
介

す
る
こ
と
だ
け
だ
っ
た
と
し
て

い
る
。

　

１
２
日
の
審
議
は
、
１
７

人
の
市
議
の
署
名
に
よ
っ
て

休
暇
返
上
と
な
っ
た
議
会
で

実
施
さ
れ
、
議
員
が
１
人
ず

つ
、
投
票
理
由
な
ど
を
述
べ

た
後
、
市
長
罷
免
手
続
き
の

開
始
に
賛
成
か
反
対
を
投
じ

る
形
で
採
決
が
行
わ
れ
た
。

傍
聴
席
に
は
反
市
長
派
、
市

長
擁
護
派
が
詰
め
か
け
、
互

い
に
罵
り
あ
っ
た
り
し
た
た

め
、
警
備
員
が
割
っ
て
入
る

場
面
も
見
ら
れ
た
。

　

緊
張
感
が
高
ま
っ
た
の
は
、

市
長
派
の
オ
ト
ー
ニ
・
デ
・

パ
ウ
ラ
市
議
（
キ
リ
ス
ト
社

会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）
が
投
票
を

終
え
、
反
市
長
派
の
市
民
が

陣
取
る
傍
聴
席
に
身
体
を
向

け
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

反
市
長
派
の
ダ
ヴ
ィ
ジ
・

ミ
ラ
ン
ダ
市
議
（
自
由
社
会

党
・
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
が
「
偽
善

者
め
」
と
声
を
あ
げ
、
デ
・

パ
ウ
ラ
市
議
が
、
同
性
愛
者

の
権
利
擁
護
派
の
ミ
ラ
ン
ダ

市
議
を
か
ら
か
う
よ
う
な
踊

り
を
見
せ
付
け
た
の
だ
。

　

ま
た
、
罷
免
手
続
き
開
始

に
賛
成
し
た
ロ
ー
ザ
・
フ
ェ
ル

ナ
ン
デ
ス
市
議
（
民
主
運
動
・

Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
は
、「
私
は
第
２

の
マ
リ
エ
ー
レ
に
な
り
た
く
な

い
。
で
も
、
私
の
信
念
も
曲

げ
な
い
。
私
は
今
回
の
投
票

に
関
し
、
脅
迫
電
話
を
受
け

た
」
と
語
っ
た
。

　

リ
オ
州
検
察
局
も
、
ク
リ

ヴ
ェ
ラ
市
長
の
行
動
は
政
教

分
離
の
原
則
に
反
す
る
不
適

切
行
政
だ
と
し
て
民
事
公
訴

権
を
行
使
し
た
が
、
同
州
地

裁
は
訴
状
の
扱
い
に
つ
い
て
の

結
論
を
出
し
て
い
な
い
。

　

ピ
ア
ウ
イ
州
政
府
は
、
保

健
省
管
轄
の
国
家
衛
生
監
督

庁
（
Ａ
ｎ
ｖ
ｉ
ｓ
ａ
）
と

連
邦
警
察
に
対
し
、
医
療
用

大
麻
の
栽
培
を
公
式
に
認
め

る
よ
う
に
申
請
す
る
予
定
だ

と
、
１
３
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ

紙
が
報
じ
た
。

　

大
麻
か
ら
は
カ
ン
ナ
ビ
ジ

オ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
医
療
用

物
質
が
抽
出
で
き
る
。
Ａ
ｎ

ｖ
ｉ
ｓ
ａ
は
２
０
１
４
年
か

ら
、
医
師
の
処
方
箋
や
、
医

療
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と

の
検
証
付
で
、
カ
ン
ナ
ビ
ジ

オ
ー
ル
の
輸
入
（
主
に
米
国

か
ら
）
を
認
め
て
き
た
。
カ

ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
は
、
て
ん

か
ん
や
、
重
大
な
け
い
れ
ん

を
引
き
起
こ
す
疾
病
の
治
療

に
用
い
ら
れ
る
が
、
輸
入
品

で
あ
る
た
め
に
高
額
で
、
カ

ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
利
用
の
医

療
費
は
月
額
３
千
レ
ア
ル
を

超
え
る
事
も
あ
る
。

　

ピ
ア
ウ
イ
州
連
邦
大
学
も

医
療
用
大
麻
栽
培
計
画
に
関

わ
っ
て
お
り
、
Ａ
ｎ
ｖ
ｉ
ｓ

ａ
に
栽
培
許
可
を
申
請
し
て

い
る
。
Ａ
ｎ
ｖ
ｉ
ｓ
ａ
は
カ

ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
の
利
用
法

と
実
態
調
査
の
た
め
の
規
定

を
定
め
る
必
要
が
あ
る
が
、

そ
の
作
業
は
８
月
ま
で
に
終

了
す
る
と
返
答
し
た
。
ピ
ア

ウ
イ
州
は
、
規
定
が
定
め
ら

れ
た
ら
、
正
式
に
栽
培
許
可

要
請
を
出
す
意
向
だ
。

　

ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
・
ジ
ア
ス

同
州
知
事
は
、「
外
国
で
作

ら
れ
た
薬
を
国
内
で
使
う
事

が
出
来
る
の
に
、
そ
の
薬
を

伯
国
で
生
産
す
る
事
が
出
来

な
い
な
ん
て
事
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
」
と
語
っ
て
い

る
。
同
州
知
事
は
、
国
内
で

医
療
用
大
麻
の
栽
培
が
認
め

ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
抽
出

さ
れ
る
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル

を
使
っ
た
医
薬
品
の
価
格
は

２
０
分
の
１
に
も
な
る
と
し

て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

7月13日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.8508  R$
買　3.8501  R$

円相場
売　0.0343  R$
買　0.0343  R$

テメル政権、既に末期症状
　

パ
ウ
タ
・
ボ
ン
バ
の
一
例

は
、
今
月
１
０
日
に
上
院
が

無
効
に
し
た
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス

州
マ
ナ
ウ
ス
市
経
済
特
区
内

の
飲
料
メ
ー
カ
ー
へ
の
減
税

措
置
を
終
了
さ
せ
る
た
め
の

大
統
領
令
だ
。
国
家
財
政
に

年
１
７
億
８
千
万
レ
分
の
影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る

減
税
措
置
の
是
非
は
、
今
後

伯
国
か
ら
は
５
人
が
入
賞

全
体
で
は
１
０
７
カ
国
中
２
８
位

聖
職
者
優
遇
発
言
で
波
紋

犯
罪
組
織
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
南
米
一

（２）２０１８年 第５０３９号 ７月 １４日 （土曜日）

国際数学五輪

医
療
用
大
麻
の
栽
培
許
可
申
請
へ

「
薬
価
格
２
０
分
の
１
に
」と
知
事

ピアウイ州



　

ト
ラ
ン
プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うと
金き

む

正じ
ょ
ん

恩う
ん

の
会か

い

談だ
ん

の
ニ
ュ
ー
ス
を
見み

な

が
ら
、
私

わ
た
し

自じ

身し
ん

の
ア
メ
リ
カ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
交こ

う

渉し
ょ
うの
経け

い

験け
ん

を
思お

も

い
出だ

し
た
。
日に

本ほ
ん

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
交こ

う

渉し
ょ
うと
全ま

っ
た
く
違ち

が

う
点て

ん

が
二ふ

た

つ

あ
っ
て
、
一ひ

とつ
は
ト
ッ
プ
同ど

う

士し

が
サ
シ
で
交こ

う

渉し
ょ
うす
る
こ
と
、
も
う

一ひ
とつ
は
初は

じ

め
て
会あ

う
交こ

う

渉し
ょ
う

相あ
い

手て

に
対た

い

し
て
、
相あ

い

手て

が
ど
れ
だ

け
信し

ん

頼ら
い

で
き
る
の
か
、
瀬せ

踏ぶ

み
し
な
が
ら
交こ

う

渉し
ょ
うし
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが
自み

ず
か
ら
を
「
デ
ィ
ー
ル
（
取と

り

引ひ
き

）
の
名め

い

手し
ゅ

」
と
自じ

負ふ

す
る
の
は
、
こ
う
い
う
ア
メ
リ
カ
型が

た

の
ト
ッ
プ
交こ

う

渉し
ょ
うの
修し

ゅ

羅ら

場ば

を
何な

ん

度ど

も
く
ぐ
り
ぬ
け
て
き
た
自じ

信し
ん

か
ら
で
あ

ろ
う
。

　
日に

本ほ
ん

型が
た

の
交こ

う

渉し
ょ
うで
あ
れ
ば
、実じ

つ

務む

レ
ベ
ル
で
細さ

い

部ぶ

ま
で
詰つ

め
、

そ
の
後ご

の
ト
ッ
プ
会か

い

談だ
ん

は
儀ぎ

式し
き

的て
き

な
も
の
に
な
る
こ
と
が
多お

お

い
。

ま
た
長な

が

年ね
ん

付つ

き
合あ

っ
て
い
る
相あ

い

手て

な
ら
互た

が

い
に
信し

ん

頼ら
い

し
て
い
る

の
で
、
裏う

ら

切ぎ

ら
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
な
ど
と
考か

ん
が
え
る
必ひ

つ

要よ
う

は
な
い
。

　

相そ
う

互ご

に
信し

ん

頼ら
い

し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
進す

す

め
ら
れ
る
の
が
普ふ

通つ
う

の
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

と
、
不ふ

信し
ん

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

の
差さ

が
、
こ
う
い
う
交こ

う

渉し
ょ
うス
タ
イ
ル
の
違ち

が

い
に
端た

ん

的て
き

に

現あ
ら
われ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
点て

ん

で
日に

本ほ
ん

だ
け
が
世せ

界か
い

で
特と

く

別べ
つ

だ
と
い
う
事こ

と

で
は
な
い
。
他た

国こ
く

で
も
、
互た

が

い
を
信し

ん

頼ら
い

し
な
が
ら
生い

き
て
い
け

る
地ち

域い
き

社し
ゃ

会か
い

や
集

し
ゅ
う

団だ
ん

は
少す

く

な
く
な
い
。
た
だ
日に

本ほ
ん

が
特と

く

別べ
つ

な

の
は
、
国こ

っ

家か

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
ひ
た
す
ら
利り

他た

の
祈い

の

り
を
捧さ

さ

げ
る
皇こ

う

室し
つ

を
戴い

た
だ
き
、
そ
の
利り

他た

心し
ん

が
国こ

く

民み
ん

に
伝で

ん

染せ
ん

し
て
、
国こ

く

民み
ん

ど
う

し
が
信し

ん

頼ら
い

し
会あ

え
る
国く

に

柄が
ら

を
育そ

だ

て
て
き
た
こ
と
だ
と
、
拙せ

っ

著ち
ょ

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
知し

っ
て
お
き
た
い　

皇こ
う

室し
つ

の
祈い

の

り
』
で
述の

べ

た
。

　

近き
ん

年ね
ん

、
人に

ん

間げ
ん

の
利り

他た

心し
ん

に
つ
い
て
の
大だ

い

脳の
う

生せ
い

理り

学が
く

や
実じ

っ

験け
ん

心し
ん

理り

学が
く

な
ど
の
研け

ん

究き
ゅ
うが
進す

す

み
、
利り

他た

心し
ん

が
人に

ん

間げ
ん

が
進し

ん

化か

の
過か

程て
い

で
得え

た
本ほ

ん

能の
う

の
一い

ち

部ぶ

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
幸こ

う

福ふ
く

感か
ん

、
知ち

的て
き

能の
う

力り
ょ
くの
発は

っ

達た
つ

、
健け

ん

康こ
う

増ぞ
う

進し
ん

を
も
た
ら
す
事こ

と

な
ど
が
分わ

か
っ
て

最さ
い

新し
ん

科か

学が
く

が
解か

い

明め
い

す
る
利り

他た

の
心こ

こ
ろ

2018年
ねん

6月
がつ

17日
にち

版
ばん

き
た
。
本ほ

ん

稿こ
う

で
は
そ
の
一い

っ

端た
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
。

　

ま
ず
最さ

い

近き
ん

の
大だ

い

脳の
う

生せ
い

理り

学が
く

は
、
利り

他た

心し
ん

が
人に

ん

間げ
ん

の
本ほ

ん

能の
う

の

一い
ち

部ぶ

で
あ
る
事こ

と

を
明あ

き

ら
か
に
し
つ
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
利り

他た

心し
ん

は
我わ

れ

々わ
れ

が
精せ

い

神し
ん

的て
き

修し
ゅ
う

養よ
う

を
積つ

ん
で
後こ

う

天て
ん

的て
き

に
獲か

く

得と
く

す
る
も

の
と
い
う
よ
り
は
、
生う

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
人に

ん

間げ
ん

の
脳の

う

に
組く

み

込こ

ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
学が

く

説せ
つ

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
精せ

い

神し
ん

的て
き

修し
ゅ
う

養よ
う

に
よ
っ
て
、
生う

ま
れ
な
が
ら
の
利り

他た

心し
ん

が
さ
ら
に
発は

っ

達た
つ

す
る
こ
と
は
あ
る
が
。

　

た
と
え
ば
、
＂
Ｔ
ｈ
ｅ　

Ａ
ｌ
ｔ
ｒ
ｕ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ　

Ｂ

ｒ
ａ
ｉ
ｎ
：　

Ｈ
ｏ
ｗ　

Ｗ
ｅ　

Ａ
ｒ
ｅ　

Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ

ｌ
ｌｙ　

Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
＂
（「
利り

他た

脳の
う

：
い
か
に
我わ

れ

々わ
れ

は
生う

ま
れ

な
が
ら
に
善ぜ

ん

で
あ
る
か
」
邦ほ

う

訳や
く

は
ま
だ
な
い
模も

様よ
う

）
で
は
、
あ

る
条

じ
ょ
う

件け
ん

の
下も

と

で
は
、
子こ

供ど
も

は
お
菓か

子し

を
貰も

ら

う
時と

き

よ
り
も
、
誰だ

れ

か
に
あ
げ
る
時と

き

の
方ほ

う

が
嬉う

れ

し
そ
う
な
顔か

お

を
す
る
、
と
い
う
実じ

っ

験け
ん

結け
っ

果か

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。［
１
，　
ｐ
１
３
８
］

　
こ
の
書し

ょ

の
タ
イ
ト
ル
で
、
こ
と
さ
ら
に
「
我わ

れ

々わ
れ

は
生う

ま
れ
な

が
ら
に
善ぜ

ん

」
な
ど
と
仰

ぎ
ょ
う

々ぎ
ょ
うし
く
言い

う
の
も
、
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
う
は

人に
ん

間げ
ん

が
原げ

ん

罪ざ
い

を
背せ

負お

っ
て
い
る
と
い
う
性せ

い

悪あ
く

説せ
つ

を
と
っ
て
お
り
、

「
利り

他た

心し
ん

が
人に

ん

間げ
ん

の
本ほ

ん

能の
う

の
一い

ち

部ぶ

」
と
い
う
学が

く

説せ
つ

は
そ
れ
を

覆く
つ
が
えす
革か

く

命め
い

的て
き

主し
ゅ

張ち
ょ
うだ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うの
天て

ん

動ど
う

説せ
つ

に
、
ガ
リ
レ
オ
が
地ち

動ど
う

説せ
つ

を
も
っ
て
異い

を
唱と

な

え
た
と
同ど

う

様よ
う

で

あ
る
。

　

し
か
し
わ
が
国く

に

の
神し

ん

道と
う

的て
き

世せ

界か
い

観か
ん

で
は
、
人に

ん

間げ
ん

も
含ふ

く

め
、

す
べ
て
の
生い

き
と
し
い
け
る
も
の
は
神か

み

の
「
分わ

け
命い

の
ち」
で
あ
る

か
ら
、「
利り

他た

心し
ん

は
人に

ん

間げ
ん

の
本ほ

ん

能の
う

の
一い

ち

部ぶ

」
と
い
わ
れ
て
も
、「
そ

だ
ね
～
」
と
思お

も

う
程て

い

度ど

で
あ
る
。

　

我わ
れ

々わ
れ

の
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

で
も
「
利り

他た

心し
ん

は
人に

ん

間げ
ん

の
本ほ

ん

能の
う

の
一い

ち

部ぶ

」

と
い
う
事こ

と

は
よ
く
経け

い

験け
ん

す
る
。
例た

と

え
ば
、
電で

ん

車し
ゃ

の
中な

か

で
、
目め

の
前ま

え

に
杖つ

え

を
持も

っ
た
老ろ

う

人じ
ん

が
立た

っ
て
い
る
の
に
自じ

分ぶ
ん

だ
け
座す

わ

り

続つ
づ

け
て
い
た
ら
居い

心ご
こ

地ち

が
悪わ

る

い
思お

も

い
を
す
る
。
思お

も

い
切き

っ
て
席せ

き

を
譲ゆ

ず
っ
た
ら
、
快

こ
こ
ろ
よい
気き

分ぶ
ん

と
な
る
。
利り

他た

心し
ん

を
発は

っ

揮き

し
な
け
れ

ば
不ふ

快か
い

を
感か

ん

じ
、
発は

っ

揮き

す
れ
ば
快か

い

感か
ん

を
得え

る
、
と
い
う
事こ

と

は
、

利り

他た

心し
ん

が
本ほ

ん

能の
う

で
あ
る
事こ

と

を
示し

め

し
て
い
る
。

　

拙せ
っ

著ち
ょ

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

日に

本ほ
ん

の
経け

い

営え
い

』［
２
］
で
登と

う

場じ
ょ
うい
た
だ
い
た
日に

本ほ
ん

理り

化か

学が
く

工こ
う

業ぎ
ょ
うの
大お

お

山や
ま

泰や
す

弘ひ
ろ

社し
ゃ

長ち
ょ
うは
、
近ち

か

く
の
養よ

う

護ご

学が
っ

校こ
う

か
ら
依い

頼ら
い

さ
れ
て
、
二ふ

た

人り

の
少

し
ょ
う

女じ
ょ

に
働は

た
ら
く
体た

い

験け
ん

を
す
る
場ば

を
提て

い

供き
ょ
うし
た
。
す
る
と
、
彼か

の

女じ
ょ

た
ち
が
真し

ん

剣け
ん

に
、

い
か
に
も
幸し

あ
わせ
そ
う
に
仕し

事ご
と

に
打う

ち
込こ

む
様さ

ま

に
周

し
ゅ
う

囲い

の
人ひ

と

々び
と

は

心こ
こ
ろを
打う

た
れ
た
。

　

彼か
の

女じ
ょ

た
ち
は
、
会か

い

社し
ゃ

で
働は

た
ら
く
よ
り
施し

設せ
つ

で
の
ん
び
り
し
て
い

る
方ほ

う

が
楽ら

く

な
の
に
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

働は
た
らき
た
が
る
の

だ
ろ
う
か
、
と
大お

お

山や
ま

さ
ん
は
不ふ

思し

議ぎ

に
思お

も
っ
た
。
そ
れ
に
答こ

た

え

て
く
れ
た
の
が
、
あ
る
禅ぜ

ん

寺で
ら

の
お
坊ぼ

う

さ
ん
だ
っ
た
。
曰い

わ

く
、
幸こ

う

福ふ
く

と
は
「
人ひ

と

の
役や

く

に
立た

ち
、
人ひ

と

に
必ひ

つ

要よ
う

と
さ
れ
る
こ
と
」。
こ

の
幸し

あ
わせ
と
は
、
施し

設せ
つ

で
は
決け

っ

し
て
得え

ら
れ
ず
、
働は

た
ら
く
こ
と
に
よ
っ

て
の
み
得え

ら
れ
る
も
の
だ
と
。

　
「
人ひ

と

の
役や

く

に
立た

ち
、
人ひ

と

に
必ひ

つ

要よ
う

と
さ
れ
る
こ
と
」、
す
な
わ
ち

利り

他た

心し
ん

を
発は

っ

揮き

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人に

ん

間げ
ん

は
初は

じ

め
て
幸し

あ
わせ
に
な

れ
る
。
禅ぜ

ん

寺で
ら

の
お
坊ぼ

う

さ
ん
の
教お

し

え
は
、
最さ

い

新し
ん

の
心し

ん

理り

学が
く

研け
ん

究
き
ゅ
う

と
一い

っ

致ち

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

利り

他た

心し
ん

が
喜よ

ろ
こ
び
を
生う

む
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
生せ

い

理り

学が
く

的て
き

に
も
か

な
り
解か

い

明め
い

さ
れ
て
い
る
。
人ひ

と

が
利り

他た

心し
ん

か
ら
他た

者し
ゃ

の
た
め
に
祈い

の

る
と
き
、「
ベ
ー
タ
・
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
」
や
「
オ
キ
シ
ン
ト
ン
」

な
ど
、
多た

幸こ
う

感か
ん

や
快か

い

感か
ん

を
も
た
ら
す
「
脳の

う

内な
い

快か
い

感か
ん

物ぶ
っ

質し
つ

」
が

分ぶ
ん

泌ぴ
つ

さ
れ
る
事こ

と

が
分わ

か
っ
て
い
る
。［
２
，ｐ
８
９
］

　
「
ベ
ー
タ
・
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
」
は
、
ラ
ン
ナ
ー
が
長

ち
ょ
う

時じ

間か
ん

走は
し

り
続つ

づ

け
る
と
気き

分ぶ
ん

が
高こ

う

揚よ
う

す
る
「
ラ
ン
ナ
ー
ズ
・
ハ
イ
」
現げ

ん

象し
ょ
うを
起お

こ
す
物ぶ

っ

質し
つ

で
あ
る
が
、
同ど

う

時じ

に
脳の

う

を
活か

っ

性せ
い

化か

さ
せ
て
、

記き

憶お
く

力り
ょ
くを
高た

か

め
、
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

力り
ょ
くを
増ま

す
と
い
う
作さ

用よ
う

も
あ
る
。
ま

た
、
体か

ら
だの
免め

ん

疫え
き

力り
ょ
くを
高た

か

め
て
さ
ま
ざ
ま
な
病

び
ょ
う

気き

を
予よ

防ぼ
う

す
る
。

　
「
オ
キ
シ
ン
ト
ン
」
は
恋こ

い

人び
と

ど
う
し
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
や
、
母は

は

親お
や

が
赤あ

か

ち
ゃ
ん
に
母ぼ

乳に
ゅ
うを
与あ

た

え
て
い
る
時と

き

に
大た

い

量り
ょ
うに
分ぶ

ん

泌ぴ
つ

さ
れ

る
事こ

と

か
ら
「
愛あ

い

情じ
ょ
うホ
ル
モ
ン
」
と
も
呼よ

ば
れ
て
い
る
。
同ど

う

様よ
う

に
、

大た
い

切せ
つ

な
誰だ

れ

か
を
思お

も

い
、
そ
の
人ひ

と

へ
の
利り

他た

の
思お

も

い
が
心こ

こ
ろに
満み

ち

た
時と

き

、
脳の

う

内な
い

に
大た

い

量り
ょ
うに
分ぶ

ん

泌ぴ
つ

さ
れ
る
。「
オ
キ
シ
ン
ト
ン
」
は

ま
た
記き

銘め
い

力り
ょ
く（
記き

憶お
く

力り
ょ
くの
う
ち
、
新あ

た
ら
し
い
こ
と
を
覚お

ぼ

え
る
力ち

か
ら
）

を
活か

っ

性せ
い

化か

す
る
と
い
う
動ど

う

物ぶ
つ

実じ
っ

験け
ん

の
結け

っ

果か

も
得え

ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
結け

っ

果か

か
ら
考か

ん
が
え
る
と
、
他た

者し
ゃ

を
愛あ

い

し
、
そ
の
幸こ

う

福ふ
く

を
祈い

の

る
利り

他た

心し
ん

は
、
自じ

身し
ん

に
も
幸こ

う

福ふ
く

感か
ん

を
も
た
ら
し
、
脳の

う

を
活か

っ

性せ
い

化か

し
、
さ
ら
に
体か

ら
だ
も
元げ

ん

気き

に
す
る
と
い
う
効こ

う

果か

が
あ

る
よ
う
だ
。

１
．
ト
ラ
ン
プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

の

　
　

ア
メ
リ
カ
流り

ゅ
う

交こ
う

渉し
ょ
う

術
　
じ
ゅ
つ

　
な
ぜ
「
利り

他た

心し
ん

が
人に

ん

間げ
ん

の
本ほ

ん

能の
う

の
一い

ち

部ぶ

」
と
な
っ
た
の
か
は
、

進し
ん

化か

理り

論ろ
ん

か
ら
説せ

つ

明め
い

で
き
る
。
た
と
え
ば
、
太た

い

古こ

の
ア
フ
リ
カ

で
人に

ん

間げ
ん

が
ば
ら
ば
ら
に
生い

き
て
い
た
ら
、
赤あ

か

ち
ゃ
ん
を
抱だ

い
た

母は
は

親お
や

は
食た

べ
物も

の

も
見み

つ
け
ら
れ
ず
、
猛も

う

獣じ
ゅ
うに
襲お

そ

わ
れ
て
も
逃に

げ

ら
れ
ず
、
生せ

い

存ぞ
ん

は
不ふ

可か

能の
う

だ
。

　

そ
こ
で
人に

ん

間げ
ん

は
家か

族ぞ
く

で
暮く

ら
す
よ
う
に
な
り
、
夫お

っ
とが
食た

べ
物も

の

を
探さ

が

し
、
妻つ

ま

が
子こ

供ど
も

を
育そ

だ

て
る
と
い
う
分ぶ

ん

業ぎ
ょ
うを
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ば
ら
ば
ら
で
生い

き
て
い
く
よ
り
は
、

生い

き
残の

こ

り
の
確か

く

率り
つ

が
高た

か

ま
る
。
そ
し
て
家か

族ぞ
く

を
維い

持じ

し
て
い
く

た
め
に
は
互た

が

い
へ
の
思お

も

い
や
り
が
必ひ

つ

要よ
う

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
利り

他た

心し
ん

が
生う

ま
れ
た
。

　

さ
ら
に
複ふ

く

数す
う

の
家か

族ぞ
く

が
集あ

つ

ま
っ
て
よ
り
大お

お

き
な
集

し
ゅ
う

団だ
ん

を
作つ

く

る

と
、
猛も

う

獣じ
ゅ
うか
ら
力ち

か
ら
を
あ
わ
せ
て
自じ

分ぶ
ん

た
ち
を
護ま

も

り
、
チ
ー
ム

作さ

業ぎ
ょ
うで
大お

お

き
な
獲え

物も
の

を
仕し

留と

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
乳

に
ゅ
う

幼よ
う

児じ

を
抱か

か

え
た
母は

は

親お
や

を
、
周

し
ゅ
う

囲い

の
女じ

ょ

性せ
い

た
ち
が
助た

す

け
る
こ
と
も
で

き
る
。

　

約や
く

３
万ま

ん

年ね
ん

ほ
ど
前ま

え

に
絶ぜ

つ

滅め
つ

し
た
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人じ

ん

は
、

現げ
ん

代だ
い

人じ
ん

よ
り
も
屈く

っ

強き
ょ
うで
、
脳の

う

も
大お

お

き
か
っ
た
。
し
か
し
家か

族ぞ
く

よ
り
も
大お

お

き
な
集

し
ゅ
う

団だ
ん

は
作つ

く

れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
厳き

び

し
い
氷

ひ
ょ
う

河が

期き

を
生い

き
残の

こ

れ
な
か
っ
た
。
一い

っ

方ぽ
う

、
人じ

ん

類る
い

は
よ
り
大お

お

き
な
集

し
ゅ
う

団だ
ん

で
助た

す

け
合あ

っ
て
、
生い

き
延の

び
て
き
た
。
利り

他た

心し
ん

は
人じ

ん

類る
い

の
生せ

い

存ぞ
ん

の
た
め
の
武ぶ

器き

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

拙せ
っ

著ち
ょ

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

日に

本ほ
ん

の
経け

い

営え
い

』
で
は
、
日に

本ほ
ん

の
経け

い

済ざ
い

的て
き

発は
っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

し
た
多お

お

く
の
経け

い

済ざ
い

人じ
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
が
、

こ
れ
ら
の
人ひ

と

々び
と

は
自じ

己こ

の
利り

益え
き

よ
り
も
、「
売う

り
手て

よ
し
（
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

）」「
買か

い
手て

よ
し
（
顧こ

客き
ゃ
く）」「
世せ

間け
ん

良よ

し
」
の
「
三さ

ん

方ぽ
う

よ
し
」
を
生

し
ょ
う

涯が
い

を
か
け
て
追つ

い

求き
ゅ
うし
た
。
彼か

れ

ら
は
そ
の
過か

程て
い

で

世よ

の
た
め
人ひ

と

の
た
め
に
役や

く

立だ

っ
た
喜よ

ろ
こ
び
を
語か

た
っ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、
明め

い

治じ

１
１
（
１
８
７
８
）
年ね

ん

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
進し

ん

出し
ゅ
つし
て
、
日に

本ほ
ん

の
輸ゆ

出し
ゅ
つ

産さ
ん

業ぎ
ょ
うの
尖せ

ん

兵ぺ
い

と
な
っ
た
森も

り

村む
ら

市い
ち

左ざ

衛え

門も
ん

は
、
そ
の
後ご

、
ノ
リ
タ
ケ
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
な
ど
の
優ゆ

う

良
り
ょ
う

企き

業ぎ
ょ
うの
事じ

業ぎ
ょ
うの
基き

礎そ

を
築き

ず

い
た
人じ

ん

物ぶ
つ

で
あ
る
。

　

明め
い

治じ

３
７
（
１
９
０
４
）
年ね

ん

、
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

の
「
教

き
ょ
う

育い
く

の
事こ

と

は
ゆ
る
が
せ
に
す
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
お
言こ

と

葉ば

に
感か

ん

動ど
う

し
て
、

創そ
う

設せ
つ

さ
れ
た
ば
か
り
の
日に

本ほ
ん

女じ
ょ

子し

大だ
い

学が
っ

校こ
う

（
現げ

ん

在ざ
い

の
日に

本ほ
ん

女じ
ょ

子し

大だ
い

学が
く

の
前ぜ

ん

身し
ん

）
に
現げ

ん

在ざ
い

価か

値ち

で
は
５
億お

く

５
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

ほ
ど
の

寄き

付ふ

を
行

お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
に
関か

ん

し
て
、
森も

り

村む
ら

は
こ
う
語か

た
っ
て
い
る
。

　
昨さ

く

夜や

い
ら
い
私わ

た
しは
非ひ

常じ
ょ
うに
心こ

こ
ろに
喜よ

ろ
こ
び
を
も
っ
て
い
る
。
た
と

え
粟あ

わ

一ひ
と

粒つ
ぶ

の
よ
う
な
ま
こ
と
に
小ち

い

さ
い
も
の
と
い
え
ど
も
、
国こ

っ

家か

の
た
め
に
種た

ね

を
蒔ま

き

ま
い
た
と
思お

も

い
ま
し
た
か
ら
、
ま
こ
と
に

安あ
ん

心し
ん

を
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
で
ま
ず
死し

ん
で
も
あ
ま
り
遺い

憾か
ん

は
な
い
。
私わ

た
し
が
五ご

十
じ
ゅ
う

年ね
ん

間か
ん

、
刻こ

っ

苦く

辛し
ん

労ろ
う

し
て
働は

た
らい
た
の
は
何な

ん

の
た
め
で
あ
る
か
。

国こ
っ

家か

の
た
め
で
あ
る
。
い
か
に
し
て
こ
の
金か

ね

を
国こ

っ

家か

の
た
め
に

用も
ち

い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
長な

が

く
心こ

こ
ろに
問も

ん

題だ
い

と
し
て
い
た
が
、

今き
ょ

日う

そ
の
問も

ん

題だ
い

を
解か

い

決け
つ

し
、
そ
の
目も

く

的て
き

を
達た

っ

す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
、私わ

た
しの
た
め
に
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。［
２
，　

ｐ
１
１
９
］

　

森も
り

村む
ら

は
同ど

う

様よ
う

に
早わ

稲せ

田だ

大だ
い

学が
く

、
慶け

い

應お
う

義ぎ

塾じ
ゅ
く

大だ
い

学が
く

、
高た

か

千ち

穂ほ

大だ
い

学が
く

、
北き

た

里ざ
と

柴し
ば

三さ
ぶ

郎ろ
う

の
研け

ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

な
ど
に
も
、
巨き

ょ

額が
く

の
寄き

付ふ

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
利り

他た

心し
ん

は
人に

ん

間げ
ん

の
本ほ

ん

能の
う

の
一い

ち

部ぶ

（３） ２０１８年第５０３９号 	 ７月	１４日	（土曜日）

３
．
利り

他た

心し
ん

は

　
　
「
元げ

ん

気き

、長ち
ょ
う

寿じ
ゅ

、有ゆ
う

能の
う

」の
も
と

４
．
利り

他た

心し
ん

は
人じ

ん

類る
い

生せ
い

存ぞ
ん

の
た
め
の

　
　
「
武ぶ

器き

」
だ
っ
た

利り

他た

の
心こ

こ
ろ

は
人に

ん

間げ
ん

に
喜よ

ろ
こ

び
を
与あ

た

え
、
健け

ん

康こ
う

を
増ぞ

う

進し
ん

し
、
能の

う

力り
ょ
く

を
高た

か

め
る
。

そ
の
力ち

か
ら

が
、
明め

い

治じ

日に

本ほ
ん

の
躍や

く

進し
ん

の
原げ

ん

動ど
う

力り
ょ
く

と
な
っ
た
。

を
行

お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
び
に
、
こ
の
よ
う
な
利り

他た

の
喜よ

ろ
こ
び
を

味あ
じ

わ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

利り

他た

心し
ん

は
や
る
気き

も
刺し

激げ
き

す
る
。
た
と
え
ば
『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

日に

本ほ
ん

の
経け

い

営え
い

』
に
登と

う

場じ
ょ
うい
た
だ
い
た
豊と

よ

田た

佐さ

吉き
ち

。

自じ

動ど
う

織し
ょ
っ

機き

の
発は

つ

明め
い

で
財ざ

い

を
な
し
た
が
、
そ
れ
を
ど
う
使つ

か

っ
た

か
。
周

し
ゅ
う

囲い

の
人ひ

と

が
こ
う
証

し
ょ
う

言げ
ん

し
て
い
る
。

　
さ
て
、
其そ

の
利り

益え
き

を
ど
う
さ
れ
た
か
と
言い

う
と
、
公こ

う

債さ
い

も

買か

わ
な
け
れ
ば
土と

地ち

も
買か

わ
ぬ
。
他た

処し
ょ

の
会か

い

社し
ゃ

の
大お

お

株か
ぶ

主ぬ
し

や

重じ
ゅ
う

役や
く

に
も
な
ら
れ
ぬ
。
只た

だ

次つ
ぎ

か
ら
次つ

ぎ

へ
と
自じ

分ぶ
ん

の
紡ぼ

う

織し
ょ
く

業
ぎ
ょ
う

の
拡か

く

張ち
ょ
うに
つ
ぎ
込こ

ま
れ
る
。
そ
う
し
て
日に

本ほ
ん

の
綿め

ん

糸し

布ふ

の
総そ

う

高だ
か

の
何な

ん

割わ
り

は
自じ

分ぶ
ん

の
力ち

か
ら
で
出で

来き

る
様よ

う

に
な
っ
た
。
こ
れ
が
今い

ま

一い
っ

歩ぽ

も
二に

歩ほ

進す
す

ん
で
、
此こ

処こ

ま
で
ゆ
け
ば
大だ

い

分ぶ

御ご

奉ほ
う

公こ
う

に
な

る
が
な
あ
と
言い

っ
て
、
一ひ

と

人り

で
喜よ

ろ
こん
で
居お

ら
れ
る
。［
２
，　
ｐ

１
３
２
］

　

利り

己こ

心し
ん

だ
け
で
は
、
こ
う
は
い
か
な
い
。
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
財ざ

い

を
な
し

名め
い

声せ
い

も
あ
げ
た
ら
、
後あ

と

は
の
ん
び
り
し
た
い
と
、
そ
れ
以い

上じ
ょ
うの

努ど

力り
ょ
くを
止や

め
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
世よ

の
た
め
人ひ

と

の
た
め
と

な
る
と
、も
う
こ
れ
で
良よ

い
、と
い
う
ゴ
ー
ル
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、利り

他た

心し
ん

で
頑が

ん

張ば

る
人ひ

と

に
は
、無む

限げ
ん

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
利り

他た

の
働は

た
ら
き
が
楽た

の

し
み
で
あ
る
か
ら
「
一ひ

と

人り

で

喜よ
ろ
こん
で
居い

ら
れ
る
」
機き

会か
い

も
無む

限げ
ん

に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

聖
し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

１
７
条

じ
ょ
う

憲け
ん

法ぽ
う

の
「
和わ

を
も
っ
て
貴と

う
とし
と
な
す
」
の

項こ
う

は
、「
上か

み

和や
わ
らぎ
下し

も

睦む
つ

び
て
、
事こ

と

を
論

あ
げ
つ
らう
に
諧か

な

う
と
き
は
、
す

な
わ
ち
事じ

理り

お
の
ず
か
ら
通つ

う

ず
。
何な

に

事ご
と

か
成な

ら
ざ
ら
ん
」
と

結む
す

ば
れ
て
い
る
。
地ち

位い

の
上

じ
ょ
う

下げ

は
あ
っ
て
も
、
和わ

気き

藹あ
い

々あ
い

と
議ぎ

論ろ
ん

を
す
れ
ば
、
物も

の

事ご
と

の
理り

が
自お

の

ず
か
ら
通つ

う

ず
る
の
で
、「
で
き

な
い
事こ

と

が
あ
ろ
う
か
」
と
断だ

ん

言げ
ん

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

利り

他た

心し
ん

は
こ
の
「
和わ

」
を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
上う

え

で
も
、
不ふ

可か

欠け
つ

な

基き

盤ば
ん

を
な
す
。
集

し
ゅ
う

団だ
ん

の
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
利り

己こ

心し
ん

で
動う

ご

い

て
い
て
は
、
共

き
ょ
う

通つ
う

の
目も

く

標ひ
ょ
うの
た
め
に
時と

き

に
は
自じ

己こ

犠ぎ

牲せ
い

も
甘か

ん

受じ
ゅ

す
る
と
い
う
姿し

勢せ
い

は
出で

て
こ
な
い
。
メ
ン
バ
ー
各か

く

人じ
ん

に
利り

他た

心し
ん

が
あ
っ
て
こ
そ
、「
和わ

」
が
実じ

つ

現げ
ん

し
、
そ
こ
か
ら
一い

ち

丸が
ん

と
な
っ
て

力ち
か
らが
湧わ

い
て
く
る
。

　
こ
の
お
手て

本ほ
ん

を
示し

め

し
た
の
が
、
わ
が
国く

に

銀ぎ
ん

行こ
う

業ぎ
ょ
うの
祖そ

と
言い

わ

れ
た
安や

す

田だ

善ぜ
ん

次じ

郎ろ
う

で
あ
る
。
明め

い

治じ

１
５
（
１
８
８
２
）
年ね

ん

、

日に

本ほ
ん

銀ぎ
ん

行こ
う

が
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
、
そ
れ
ま
で
は
様さ

ま

々ざ
ま

な
銀ぎ

ん

行こ
う

が
発は

っ

行こ
う

し
て
い
た
紙し

幣へ
い

を
集

し
ゅ
う

約や
く

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
安や

す

田だ

善ぜ
ん

治じ

郎ろ
う

」

の
名な

前ま
え

の
入は

い

っ
た
第だ

い

三さ
ん

国こ
く

立り
つ

銀ぎ
ん

行こ
う

の
紙し

幣へ
い

は
特と

く

に
信し

ん

用よ
う

が
あ

り
、
そ
の
発は

っ

行こ
う

権け
ん

を
失う

し
な
う
と
安や

す

田だ

が
も
っ
と
も
損そ

ん

を
す
る
。

　

そ
も
そ
も
紙し

幣へ
い

発は
っ

行こ
う

は
、
大お

お

蔵く
ら

省し
ょ
うが
２
０
年ね

ん

間か
ん

の
権け

ん

限げ
ん

を

与あ
た

え
て
奨

し
ょ
う

励れ
い

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち
は
、
安や

す

田だ

が
紙し

幣へ
い

発は
っ

行こ
う

権け
ん

を
取と

り
上あ

げ
る
事こ

と

に
難な

ん

色し
ょ
くを
示し

め

す
だ
ろ
う
と
予よ

想そ
う

し
て
、
直じ

か

談だ
ん

判ぱ
ん

を
し
た
。
安や

す

田だ

は
黙だ

ま
っ
て
渋し

ぶ

沢さ
わ

の
説せ

つ

明め
い

を
聞き

い

た
う
え
で
、
こ
う
応こ

た

え
た
。

　
よ
く
解わ

か

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
金き

ん

融ゆ
う

界か
い

の
健け

ん

全ぜ
ん

な
発は

っ

展て
ん

の
た

８
．
幸こ

う

福ふ
く

を
も
た
ら
す
利り

他た

の
道み

ち
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ｒ
ｅ
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ｓ
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２
０
１
４

（
２
）
中な

か

野の

信の
ぶ

子こ

『
脳の

う

科か

学が
く

か
ら
み
た
「
祈い

の

り
」』、
潮

う
し
お

出
し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
２
３

（
３
）
ダ
ニ
エ
ル
・
ゴ
ー
ル
マ

ン
『
Ｓ
Ｑ
生い

き
か
た
の
知ち

能の
う

指し

数す
う

』、
日に

本ほ
ん

経け
い

済ざ
い

新し
ん

聞ぶ
ん

出
し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
１
９

５
．
利り

他た

の
喜よ

ろ
こ

び

７
．
利り

他た

心し
ん

が
も
た
ら
す

　
　
「
和わ

」
の
力ち

か
ら

め
に
必ひ

つ

要よ
う

だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
よ
ろ
こ
ん
で
賛さ

ん

成せ
い

い
た
し

ま
し
ょ
う
。［
２
，　
ｐ
１
５
７
］

　
『
皇こ

う

室し
つ

の
祈い

の

り
』
で
は
、「
利り

他た

心し
ん

は
伝で

ん

染せ
ん

す
る
」
と
書か

い
た
。

こ
れ
と
全ま

っ
た
く
同お

な

じ
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

を
、最さ

い

新し
ん

の
心し

ん

理り

学が
く

成せ
い

果か

を
説せ

つ

明め
い

し
た

『
Ｓ
Ｑ
生い

き
方か

た

の
知ち

能の
う

指し

数す
う

』［
３
］
で
見み

つ
け
た
。

　
他た

者し
ゃ

の
行こ

う

為い

は
神し

ん

経け
い

に
強つ

よ

い
影え

い

響き
ょ
うを
及お

よ

ぼ
し
、
感か

ん

情じ
ょ
うが
伝で

ん

染せ
ん

す
る
。
人に

ん

間げ
ん

は
、
風か

邪ぜ

の
ウ
イ
ル
ス
に
「
伝で

ん

染せ
ん

」
す
る
の

と
同お

な

じ
よ
う
に
、
強つ

よ

い
感か

ん

情じ
ょ
うに
も
伝で

ん

染せ
ん

す
る
生い

き
物も

の

な
の
だ
。

［
３
，　
ｐ
２
８
］

　

安や
す

田だ

が
発は

っ

揮き

し
た
利り

他た

心し
ん

は
、
他た

の
銀ぎ

ん

行こ
う

家か

た
ち
に
も
伝で

ん

染せ
ん

し
た
に
違ち

が

い
な
い
。
そ
こ
か
ら
生う

ま
れ
た
「
和わ

」
が
、
中

ち
ゅ
う

央お
う

銀ぎ
ん

行こ
う

の
創そ

う

設せ
つ

を
ス
ム
ー
ズ
に
進す

す

め
、
日に

っ

本ぽ
ん

経け
い

済ざ
い

の
近き

ん

代だ
い

化か

を

後あ
と

押お

し
し
た
の
で
あ
る
。

　

明め
い

治じ

時じ

代だ
い

の
天て

ん

寿じ
ゅ

は
６
０
歳さ

い

く
ら
い
だ
っ
た
よ
う
だ
。
豊と

よ

田た

佐さ

吉き
ち

は
６
３
歳さ

い

で
亡な

く
な
っ
て
い
る
の
で
、
天て

ん

寿じ
ゅ

を
全ま

っ
と
う
し

た
と
言い

え
る
。
森も

り

村む
ら

市い
ち

左ざ

衛え

門も
ん

は
７
９
歳さ

い

ま
で
生い

き
た
の
で
、

今こ
ん

日に
ち

で
言い

え
ば
１
０
０
歳さ

い

く
ら
い
ま
で
生い

き
た
と
い
う
感か

ん

じ

だ
ろ
う
。
安や

す

田だ

善ぜ
ん

治じ

郎ろ
う

に
至い

た

っ
て
は
没ぼ

つ

年ね
ん

８
２
歳さ

い

。
そ
れ
も

数か
ず

々か
ず

の
善ぜ

ん

行こ
う

を
ひ
た
隠か

く

し
に
し
て
い
た
の
で
、
守し

ゅ

銭せ
ん

奴ど

と
誤ご

解か
い

さ
れ
て
暗あ

ん

殺さ
つ

さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
人ひ

と

々び
と

は
常

じ
ょ
う

識し
き

的て
き

に
は
「
元げ

ん

気き

、
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

、
有ゆ

う

能の
う

」
言い

え
る
。

　

彼か
れ

ら
の
強つ

よ

い
利り

他た

心し
ん

は
ど
こ
か
ら
来き

た
の
か
。
彼か

れ

ら
を
育そ

だ

て

た
の
は
江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
国こ

く

学が
く

、
漢か

ん

学が
く

、
心し

ん

学が
く

で
あ
り
、
そ
れ
ら

を
通つ

う

じ
て
皇こ

う

室し
つ

の
ひ
た
す
ら
国こ

く

民み
ん

の
幸し

あ
わ
せ
を
祈い

の

る
利り

他た

心し
ん

が

彼か
れ

ら
の
心こ

こ
ろに
伝で

ん

染せ
ん

し
た
と
考か

ん
が
え
る
。

　

充
じ
ゅ
う

実じ
つ

し
た
幸こ

う

福ふ
く

な
人じ

ん

生せ
い

を
歩あ

ゆ

み
、
そ
れ
を
通つ

う

じ
て
立り

っ

派ぱ

な

国こ
っ

家か

を
作つ

く

り
、
国こ

く

民み
ん

を
幸し

あ
わ
せ
に
す
る
道み

ち

を
、
我わ

れ

々わ
れ

の
先せ

ん

人じ
ん

た

ち
は
知し

っ
て
い
た
。
そ
の
道み

ち

が
正た

だ

し
い
こ
と
を
、
最さ

い

新し
ん

の
現げ

ん

代だ
い

科か

学が
く

は
改あ

ら
た
め
て
立り

っ

証し
ょ
うし
つ
つ
あ
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
Ｄ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ｄ　

Ｗ　

Ｐ
ｆ
ａ
ｆ
ｆ
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＂
Ｔ
ｈ
ｅ　

Ａ
ｌ
ｔ
ｒ
ｕ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ　

Ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
：　

Ｈ
ｏ
ｗ　

Ｗ

だ
か
ら
こ
そ
偉い

大だ
い

な
業

ぎ
ょ
う

績せ
き

を

残の
こ

し
た
と
考か

ん
が

え
ら
れ
る
が
、

認に
ん

知ち

神し
ん

経け
い

科か

学が
く

か
ら
言い

う

と
、
強つ

よ

い
利り

他た

心し
ん

が
あ
っ
た

た
め
に
、
脳の

う

内な
い

快か
い

感か
ん

物ぶ
っ

質し
つ

が
大た

い

量り
ょ
うに
生し

ょ
う
じ
て
、「
元げ

ん

気き

、

長ち
ょ
う

寿じ
ゅ

、
有ゆ

う

能の
う

」
と
な
っ
た
、

と
言い

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
利り

他た

の
喜

よ
ろ
こ

び
に
満み

ち
た
幸こ

う

福ふ
く

な
人じ

ん

生せ
い

を

送お
く
っ
た
の
で
あ
る
。

　

明め
い

治じ

日に

本ほ
ん

の
躍や

く

進し
ん

の
原げ

ん

動ど
う

力り
ょ
くと
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら

の
偉い

人じ
ん

で
あ
り
、
同ど

う

様よ
う

に
強つ

よ

い
利り

他た

の
心こ

こ
ろ
を
持も

っ
た
有ゆ

う

名め
い

無む

名め
い

の
無む

数す
う

の
経け

い

済ざ
い

人じ
ん

た
ち

で
あ
っ
た
。
彼か

れ

ら
の
強つ

よ

い
利り

他た

心し
ん

が
、
黒く

ろ

船ふ
ね

か
ら
わ
ず
か

７
０
年ね

ん

足た

ら
ず
で
、
有ゆ

う

色
し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

国こ
っ

家か

で
た
だ
一い

っ

国こ
く

、
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

の
理り

事じ

国こ
く

と
な
っ
た

と
い
う
世せ

界か
い

史し

的て
き

偉い

業ぎ
ょ
うを
成な

し
遂と

げ
た
の
で
あ
る
。

　

と
す
れ
ば
、
彼か

れ

ら
は
強つ

よ

い

利り

他た

心し
ん

の
お
陰か

げ

で
、
自じ

身し
ん

も

幸こ
う

福ふ
く

な
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し
た
人じ

ん

生せ
い

を
歩あ

ゆ

み
つ
つ
、
国こ

っ

家か

を
隆

り
ゅ
う

盛せ
い

に
導み

ち
びい

て
国こ

く

民み
ん

を
幸こ

う

福ふ
く

に
し
た
、
と

６
．
利り

他た

心し
ん

が
伸の

ば
す
や
る
気き
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Chuvas e deslizamentos de terra 
deixam mais de 190 mortos e dezenas 
de desaparecidos no Japão

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Fortes Chuvas (13/07/2018)

Mais de 190 pessoas fo-
ram registradas como mor-
tas em consequência do 
pior desastre relacionado a 
condições meteorológicas 
ocorrido no Japão em dé-
cadas. Dezenas de pessoas 
continuam desaparecidas 
e cerca de 6 mil se encon-
tram em centros de evacu-
ação uma semana depois 
das chuvas torrenciais que 
causaram inundações e 
deslizamentos de terra.

As pessoas em uma das 
províncias mais afetadas, 
Okayama, estão tentando 
limpar suas casas, mas a 
tarefa é extremamente ár-
dua.
Pelo menos 15 mil casas e 
edifícios na província fo-
ram danificados.
Por toda a região, centenas 
de milhares de moradias 
estão sem abastecimento 
de água, em meio a sérias 
condições de alta tempera-

tura e alto teor de umidade.
O premiê Shinzo Abe de-
clarou que planeja ofere-
cer fundos adicionais de 
mais de 300 milhões de 
dólares para as áreas afe-
tadas pelas inundações e 
deslizamentos de terra.
Abe disse na quinta reu-
nião da força-tarefa de 
emergência realizada na 
sexta-feira que o governo 
fará antecipadamente a 
alocação dos impostos, em 

um total de cerca de 311 
milhões de dólares, para 
58 municipalidades, prin-
cipalmente na parte oeste 
do Japão. Ele as exortou a 
usar o dinheiro para aliviar 
a vida dos residentes e para 
as obras de reconstrução.
O governo já decidiu for-
necer fundos de reserva no 
total de aproximadamente 
18 milhões de dólares do 
orçamento do país.

Pesquisadores explicam fatores que provocaram 
chuvas torrenciais no oeste do Japão

Fortes Chuvas (13/07/2018)

Pesquisadores afirmam 
que a ocorrência contí-
nua de nuvens carrega-
das e seu deslocamento 
lento provocaram chuvas 
recordes em uma ampla 
área na região oeste do 
Japão na semana passada.
A Agência de Meteoro-
logia emitiu alertas de 
emergência contra chu-
vas torrenciais em 11 
províncias. Geralmente, 
os alertas são emitidos 
somente uma vez em al-
gumas décadas.
Contudo, inundações e 

deslizamentos de terra 
provocados pela chuva 
deixaram mais de 180 
mortos e fizeram com que 
cerca de 6 mil pessoas 
procurassem centros de 
evacuação, segundo da-
dos de até quinta-feira.
Um grupo do Institu-
to Nacional de Pesquisa 
para Ciência da Terra e 
Prevenção de Desastres, 
liderado pelo pesquisa-
dor-chefe Shingo Shi-
mizu, analisou dados de 
observação obtidos por 
radar, de sexta-feira e sá-

O futuro das negociações 
entre EUA e Coreia do Norte

Comentário (11/07/2018)

Na semana passada, o 
secretário de Estado dos 
Estados Unidos fez sua 
terceira visita a Pyon-
gyang. Durante os dois 
dias que passou na Coreia 
do Norte, Mike Pompeo 
se reuniu com Kim Yong 
Chol, vice-presidente do 
Partido dos Trabalhadores 
da Coreia, sigla governis-
ta do país. Já se passou 
um mês desde o encontro 
de Donald Trump e Kim 
Jong Un em Cingapura. A 
cúpula foi a primeira entre 
líderes dos Estados Uni-
dos e da Coreia do Norte. 
Mas, afinal, quais foram 
os avanços na questão do 
desarmamento nuclear 
neste período?
No Comentário de hoje, 
vamos ouvir Tadashi 
Ideishi, comentarista sê-
nior da NHK. Ele vai nos 
falar sobre as negociações 
entre americanos e norte-
coreanos para a desnucle-
arização.
Ele diz: “A mais recente 
passagem de Pompeo por 
Pyongyang foi monitora-
da de perto, por ser con-
siderada o passo seguinte 
à cúpula. Contudo, nada 
de específico veio das ne-
gociações, e a reação dos 
dois países tem sido muito 
diferente.
Pompeo já reiterou que 
avanços foram obtidos. 
Ele disse que os dois lados 
tiveram conversas cons-
trutivas, e que tem havido 
progresso em todos os ní-
veis. A chancelaria norte-
coreana, por sua vez, já se 
mostrou insatisfeita com 
as negociações. Acusou 
os americanos de apresen-
tarem exigências “unilate-
rais e criminosas”.
Pompeo disse que repre-
sentantes dos dois países 
passaram um bom tempo 
discutindo a divulgação 
completa do arsenal nor-
te-coreano de armas de 
destruição em massa e um 
cronograma para a desnu-
clearização. Se a discus-
são envolve não apenas 
armas nucleares mas to-
das as armas de destrui-
ção em massa, tais como 
biológicas e químicas, e 
se foram incluídos não 
apenas mísseis balísti-
cos intercontinentais mas 
também projéteis de todos 

os alcances, tanto curto 
quanto médio, podemos 
entender que Washington 
ampliou o escopo de suas 
demandas a Pyongyang. 
Em contraste, a Coreia do 
Norte diz que os Estados 
Unidos não mencionaram 
nada a respeito da cons-
trução da paz permanente 
na região. Os norte-co-
reanos acusam os ame-
ricanos também de ten-
tar adiar a declaração do 
fim da Guerra da Coreia. 
Pyongyang diz que sua 
plena disposição quanto à 
desnuclearização pode ser 
abalada, e que as nego-
ciações estão ameaçadas. 
São palavras fortes que 
a Coreia do Norte emitiu 
como alerta aos Estados 
Unidos.
Mesmo assim, já se es-
perava algo neste sentido 
mesmo antes do início do 
encontro. Isto porque as 
duas nações têm priorida-
des totalmente distintas. 
Os Estados Unidos gosta-
riam de obter a desnucle-
arização antes de aliviar 
sanções e normalizar os 
laços entre os dois países. 
A Coreia do Norte, por 
sua vez, prefere primeiro 
assinar um tratado de paz, 
ter suas sanções suspen-
sas e laços normalizados, 
para só então responder a 
um processo gradual de 
desnuclearização. Para 
que os dois países dimi-
nuam suas diferenças e 
consigam a desnucleari-
zação, eles precisam de-
cidir quais são as medidas 
necessárias para este pro-
cesso e discutir atenciosa-
mente detalhes.
Na discussão, os dois pa-
íses vão precisar acatar 
suas respectivas prio-
ridades – a divulgação 
completa do arsenal nor-
te-coreano de armas de 
destruição em massa e 
um acordo para pôr fim à 
Guerra da Coreia. Acre-
dito que este será o pró-
ximo passo. O êxito das 
negociações vai depender 
tanto da força de vontade 
de ambos os líderes para 
acompanhar as negocia-
ções até que sejam bem-
sucedidas quanto da sua 
determinação em conse-
guir a desnuclearização.”

bado da semana passada.
Os dados mostram que 
um fluxo contínuo de ar 
bastante úmido continuou 
gerando nuvens carrega-
das, ou cúmulos nimbos, 
sobre as províncias de 
Hiroshima, Okayama e 
Gifu, entre outras.
Shimizu afirma que uma 
nuvem carregada normal-
mente desaparece após 
cerca de uma hora, mas, 
desta vez, o contínuo 
acúmulo de tais nuvens 
resultou nas fortes chuvas 
nas mesmas áreas.

Na província de Hiroshi-
ma, seriamente castigada 
pelas chuvas, uma faixa 
estreita de nuvens carre-
gadas permaneceu sobre 
uma única área por um 
longo tempo na noite de 
sexta-feira.
Shimizu diz também que 
nuvens carregadas não 
estavam a uma altura su-
ficiente a ponto de ser le-
vadas efetivamente pelos 
ventos de grandes altitu-
des, de maior velocidade.

Premiê japonês promete ajuda 
financeira a regiões do país atingidas 
por fortes chuvas

Fortes Chuvas  (12/07/2018)

O premiê japonês, Shin-
zo Abe, prometeu ofere-
cer auxílio financeiro para 
ajudar autoridades locais 
a remover os escombros 
deixados pelas fortes chu-
vas no oeste do país.
A força tarefa de resposta 
emergencial do governo 

se reuniu na quinta-feira 
de manhã pela quarta vez.
Abe disse no encontro que 
o governo assegurou 54 
mil unidades habitacio-
nais da iniciativa privada 
e 17 mil unidades públicas 
para acomodar as pessoas 
afetadas pelos desastres.

O premiê também afir-
mou que as operações de 
limpeza nas regiões afeta-
das devem gerar enormes 
quantidades de escom-
bros. Ele disse que o go-
verno está enviando equi-
pes de assistência com 
autoridades e especialistas 

do Ministério do Meio 
Ambiente para ajudar os 
municípios a lidar com a 
situação.
Abe instruiu as autorida-
des a atenderem rapida-
mente às necessidades dos 
sobreviventes. Ele afir-
mou que o governo pode 
oferecer assistência para o 
transporte dos escombros 
pelas Forças de Autode-
fesa e para a coordenação 
do trabalho de remoção 
pelos governos locais.

Pessoas enfrentam 
dificuldades uma semana após 
danos provocados por chuvas 
torrenciais no oeste do Japão

Danos causados pelas inundações e 
deslizamentos de terra na parte oeste do 
Japão excedem 200 milhões de dólares

Indústrias japonesas estão de olho 
em trabalhadores estrangeiros

Fortes Chuvas (12/07/2018)

Fortes Chuvas (13/07/2018)

Trabalhadores Estrangeiros (13/07/2018)

Pessoas enfrentam difi-
culdades para lidar com 
os grandes danos uma 
semana após chuvas tor-
renciais terem provocado 
enchentes e deslizamen-
tos de terra. O número de 
mortos subiu para mais 
de 180 enquanto equipes 
buscam desesperadamen-
te por quaisquer sinais das 
mais de 60 pessoas que 

Funcionários do governo 
estão tentando, agora, ava-
liar a extensão dos danos 
causados pelas recentes 
inundações e deslizamen-
tos de terra à indústria pri-
mária na região oeste do 
Japão. Nesta sexta-feira, 
de manhã, a estimativa era 
de mais de 200 milhões 
de dólares e pensa-se que 
este valor aumente.
Chuvas torrenciais sem 
precedentes atingiram os 
setores agrícola, florestal 
e de pesca. Funcionários 
do Ministério da Agricul-
tura citam que dezenas de 

O governo japonês está 
contando com trabalha-
dores estrangeiros para 
abrandar a falta de mão de 
obra em uma ampla gama 
de indústrias.
Funcionários do governo 
planejam criar um novo 
“status” de residente para 
permitir que trabalhadores 
não japoneses que pos-
suem determinadas habi-
lidades permaneçam no 
Japão por até cinco anos.
O Japão deverá iniciar a 
colocar em prática a nova 
medida ainda em abril do 
ano que vem.
Na quinta-feira, funcio-
nários do Ministério da 
Economia, Comércio e 
Indústria realizaram uma 
reunião em Tóquio para 
apresentar o plano e des-

continuam desaparecidas.
Acredita-se que dezenas 
delas estejam em Hiroshi-
ma, uma das províncias 
mais atingidas pelo desas-
tre. Em Kumano, centenas 
de policiais e bombeiros 
continuam cavando em 
meio a grossas camadas 
de lama. A região foi atin-
gida por um grande des-
lizamento de terra. Equi-

províncias estão relatan-
do grandes danos provo-
cados pelas chuvas que 
inundaram as áreas no 
final de junho e no início 
de julho.
Os deslizamentos de terra 
que derrubaram as árvo-
res e destruíram as estra-
das das áreas florestais 
devem ter causado danos 
de cerca de 131 milhões 
de dólares. Estima-se que 
os prejuízos nos terrenos, 
instalações agrícolas e 
plantações somem 73 mi-
lhões de dólares.

crever os detalhes para 
representantes de empre-
endimentos.
Cerca de 300 pessoas de 
companhias e grupos in-
dustriais participaram da 
reunião. Muitas expres-
saram desejo de que suas 
indústrias sejam incluídas 
no plano.
Os funcionários disseram 
que o governo não deci-
diu ainda quais indústrias 
serão favorecidas, mas 
vão preparar uma lista de 
critérios para cada uma.
Acrescentaram que a 
prioridade é que as em-
presas empreguem mais 
trabalhadores japoneses, 
especialmente mulheres e 
idosos, antes de utilizar o 
plano.

pes têm efetuado buscas 
dentro de casas, mas elas 
foram ampliadas até as pi-
lhas de lama que cercam 
os locais.
Ainda há temores de que 
um reservatório na pro-
víncia de Hiroshima possa 
ceder em meio ao aumen-
to do nível d’água. Auto-
ridades ordenaram que 
cerca de 60 residências na 
cidade de Fuchu fossem 
evacuadas.

Em Okayama, onde algu-
mas partes da província 
se transformaram em rios 
caudalosos, pelo menos 
14 mil casas e prédios fo-
ram danificados. Cerca de 
5,6 mil pessoas ao longo 
da região seguem vivendo 
em centros de evacuação.
Os esforços de limpeza 
também enfrentam desa-
fios. Algumas das cidades 
atingidas têm uma grande 
população de idosos.
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名め
い

簿ぼ

を
作さ

く

成せ
い

す
る
た
め
、
登と

う

録ろ
く

を
呼よ

び
か
け
て
い
る
。
該が

い

当と
う

す
る
人ひ

と

は
、
氏し

名め
い

、
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

及お
よ

び
連れ

ん

絡ら
く

先さ
き

を
下か

記き

メ
ー

ル
（p

rom
issao1

0
0

@
outlook.com

, fazen -
d

am
aed

a@
h

otm
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co
m

）
も
し
く
は
、
安や

す

永な
が

修お
さ
むさ
ん
（
１
４
・９
９
７
１
６ 

・５
３
６
７
）、和か

ず

恵え

さ
ん
（
１ 

４
・
９
９
７
０
１
・
６
７
６ 

　

上う
え

塚つ
か

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

入に
ゅ
う

植し
ょ
く１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
聖せ

い

州し
ゅ
うプ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
で
は
、
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
か
ね
た
一い

ち

大だ
い

祭さ
い

典て
ん

の
最さ

い

終
し
ゅ
う

準じ
ゅ
ん

備び

が
、
ね
じ
り
鉢は

ち

巻ま
き

で
進す

す

め
ら
れ
て
い
る
。
２
２
日に

ち

午ご

後ご

６
時じ

か
ら
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
は
、
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

が
ご
臨り

ん

席せ
き

さ
れ
、
ノ
ロ
エ
ス
テ
連れ

ん

合ご
う

傘さ
ん

下か

３
４
支し

部ぶ

や
同ど

う

地ち

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

の
子し

弟て
い

ら
も
合あ

わ
せ
一い

ち

万ま
ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うの
来ら

い

場じ
ょ
う

客き
ゃ
くが
見み

込こ

ま
れ
て
い
る
。
７
日か

、
現げ

ん

地ち

を
一ひ

と

足あ
し

先さ
き

に
訪ほ

う

問も
ん

し
、
準

じ
ゅ
ん

備び

状じ
ょ
う

況き
ょ
うと
と
も
に
、
眞ま

子こ

さ
ま
ご
訪ほ

う

問も
ん
へ
の
期き

待た
い

の
声こ

え

を
聞き

い
た
。

５
）
ま
で
連れ

ん

絡ら
く

す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
２
日に

ち

午ご

後ご

６
時じ

過す

ぎ
か

ら
開か

い

始し

さ
れ
る
上う

え

塚つ
か

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

入に
ゅ
う

植し
ょ
く

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

に
は
、

ノ
ロ
エ
ス
テ
沿え

ん

線せ
ん

の
各か

く

都と

市し

か
ら
大た

い

挙き
ょ

、
日に

っ

系け
い

は
も
ち
ろ

ん
非ひ

日に
っ

系け
い

も
駆か

け
つ
け
る
こ

と
が
予よ

測そ
く

さ
れ
る
。
と
は
い

え
当と

う

日じ
つ

、
ノ
ロ
エ
ス
テ
か
ら

サ
ン
パ
ウ
ロ
の
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

人じ
ん

の
方か

た

と
お
話は

な
し
で
き
る
の
を

楽た
の

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と

お
話は

な
し

さ
れ
、
紀き

子こ

さ
ま
も

「（
眞ま

子こ

さ
ま
が
）
ブ
ラ
ジ
ル

か
ら
戻も

ど
っ
て
き
た
後あ

と

に
、
ど
ん

な
話は

な
し
を
し
て
く
れ
る
の
か
今い

ま

か
ら
楽た

の

し
み
で
す
」
と
の
お

言こ
と

葉ば

を
頂い

た
だい
た
。

　

式し
き

典て
ん

会か
い

場じ
ょ
うと
な
る
上う

え

塚つ
か

周
し
ゅ
う

平へ
い

公こ
う

演え
ん

の
運う

ん

動ど
う

場じ
ょ
うは
現げ

ん

在ざ
い

、

整せ
い

地ち

が
進す

す

め
ら
れ
て
お
り
、

今こ
ん

後ご

、
地じ

面め
ん

に
床ゆ

か

板い
た

が
敷し

か

れ
、
主し

ゅ

要よ
う

舞ぶ

台た
い

の
み
な
ら
ず

屋や

根ね

で
全す

べ

て
が
覆お

お

わ
れ
る
巨き

ょ

大だ
い

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設せ

つ

営え
い

さ
れ
る
。

　

２
２
日に

ち

当と
う

日じ
つ

は
、
マ
リ
リ

ア
か
ら
午ご

後ご

６
時じ

頃ご
ろ

に
ご
到と

う

着ち
ゃ
く

予よ

定て
い

。
開か

い

拓た
く

十じ
ゅ
う

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

塔と
う

な
ど
を
視し

察さ
つ

さ
れ
た
後あ

と

、

上う
え

塚つ
か

周し
ゅ
う

平へ
い

と
開か

い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

の

位い

牌は
い

が
納お

さ

め
ら
れ
る
光こ

う

明み
ょ
う

観か
ん

音の
ん

堂ど
う

に
献け

ん

花か

。
そ
の
後ご

、
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

塔と
う

の
除じ

ょ

幕ま
く

式し
き

に
臨の

ぞ

ま
れ
る
見み

通と
お

し
だ
。

　

そ
し
て
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

に
ご
臨り

ん

席せ
き

。
連れ

ん

合ご
う

傘さ
ん

下か

３ 

４
支し

部ぶ

の
会か

い

員い
ん

が
整せ

い

列れ
つ

し
て

お
迎む

か

え
し
、
眞ま

子こ

さ
ま
か
ら

お
言こ

と

葉ば

が
述の

べ
ら
れ
る
。
ご

退た
い

席せ
き

際ぎ
わ

に
は
、
連れ

ん

盟め
い

主し
ゅ

催さ
い

の

盆ぼ
ん

踊お
ど

り
大た

い

会か
い

が
開か

い

始し

さ
れ
、

暗く
ら

闇や
み

の
な
か
照

し
ょ
う

明め
い

に
照て

ら
さ

れ
色い

ろ

鮮あ
ざ

や
か
な
法は

っ

被ぴ

を
着き

た

人ひ
と

々び
と

が
舞ま

い
、
祝

し
ゅ
く

典て
ん

に
花は

な

を

添そ

え
る
。

　

同ど
う

公こ
う

園え
ん

の
す
ぐ
そ
ば
に
住す

む
安や

す

永な
が

和か
ず

教の
り

さ
ん
（
７
１
、

三さ
ん

世せ
い

）
は
「
我わ

れ

々わ
れ

が
今こ

ん

日に
ち

あ

る
の
は
、
先せ

ん

人じ
ん

の
苦く

労ろ
う

の
お

か
げ
。
そ
れ
に
献け

ん

花か

し
て
頂

い
た
だ

け
る
と
は
本ほ

ん

当と
う

に
あ
り
が
た

い
」
と
い
う
。

　

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

父ふ

母ぼ

の
会か

い

の

池い
け

戸べ

ニ
ウ
セ
会か

い

長ち
ょ
う（
６
６
、

三さ
ん

世せ
い

）
に
よ
れ
ば
、
会か

い

館か
ん

で

も
東と

う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

音お
ん

頭ど

な
ど
の

練れ
ん

習し
ゅ
うが
熱ね

っ

心し
ん

に
行お

こ
な
わ
れ
て
い

る
ほ
か
、
鶴つ

る

で
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
っ

旗き

を
作さ

く

製せ
い

す
る
な
ど
会か

い

場
じ
ょ
う

の
飾か

ざ

り
つ
け
準

じ
ゅ
ん

備び

を
進す

す

め
て
い

る
と
い
う
。「
ノ
ロ
エ
ス
テ
に

　

Ｂ
Ｂ
Ｃ
ブ
ラ
ジ
ル
電で

ん

子し

版ば
ん

は
東と

う

京き
ょ
う

発は
つ

１
２
日に

ち

付づ
け

記き

事じ

（
カ
マ
タ
・
フ
ァ
ッ
チ
マ

記き

者し
ゃ

）
で
、
３
５
年ね

ん

間か
ん

日に

本ほ
ん

に
住す

む
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

籍せ
き

オ

ガ
タ
・
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
さ
ん

（
５
３
）
が
、
西に

し

日に

本ほ
ん

豪ご
う

雨う

の
最さ

い

中ち
ゅ
うの
７
日か

未み

明め
い

に
心し

ん

筋き
ん

梗こ
う

塞そ
く

を
起お

こ
し
て
死し

亡ぼ
う

し
た

と
報ほ

う

じ
た
。

　

広ひ
ろ

島し
ま

県け
ん

広ひ
ろ

島し
ま

市し

安あ

芸き

区く

で
妻つ

ま

サ
イ
ミ
・
マ
ル
シ
ア
・

チ
エ
ミ
・
カ
ン
ポ
ス
さ
ん

（
３
６
）
と
子こ

供ど
も

２
人り

と
４

人に
ん

で
暮く

ら
し
て
い
た
。

　

マ
ル
シ
ア
さ
ん
は
車く

る
ま

で
通つ

う

勤き
ん

し
て
お
り
、
い
つ
も
の
午ご

後ご

６
時じ

ま
で
勤き

ん

務む

し
た
。
普ふ

来き

て
頂い

た
だ
け
る
な
ん
て
胸む

ね

が
い
っ

ぱ
い
。
眞ま

子こ

さ
ま
に
ご
覧ら

ん

頂
い
た
だ

け
る
か
分わ

か
ら
な
い
け
れ
ど
、

真ま

心ご
こ
ろ

込こ

め
て
準

じ
ゅ
ん

備び

に
あ
た
っ

て
い
ま
す
」
と
期き

待た
い

を
膨ふ

く

ら

ま
せ
た
。

　

安や
す

永な
が

信し
ん

一い
ち

会か
い

長ち
ょ
うは
、
１
６

年ね
ん

に
ノ
ロ
エ
ス
テ
連れ

ん

合ご
う

会か
い

長
ち
ょ
う

就し
ゅ
う

任に
ん

以い

来ら
い

、
週

し
ゅ
う

一い
っ

回か
い

以い

上じ
ょ
うは

ビ
リ
グ
イ
か
ら
出

し
ゅ
っ

聖せ
い

し
、
念ね

ん

段だ
ん

な
ら
１
時じ

間か
ん

で
帰き

宅た
く

出で

来き

る
の
に
、
こ
の
日ひ

は
７
時じ

間か
ん

以い

上じ
ょ
うか
か
っ
て
も
自じ

宅た
く

に
着つ

か
な
い
。
車く

る
ま

に
は
１
６
歳さ

い

の

娘む
す
めと
９
歳さ

い

の
息む

す

子こ

も
同ど

う

乗じ
ょ
うし

て
お
り
、
夜よ

中な
か

の
０
時じ

頃ご
ろ

コ

ン
ビ
ニ
に
入は

い

っ
た
後あ

と

、
家い

え

に

着つ

い
た
ら
伯は

っ

国こ
く

対た
い

ベ
ル
ギ
ー

戦せ
ん

を
見み

よ
う
な
ど
と
考か

ん
が

え
な

　

ブ
ラ
ジ
ル
吟ぎ

ん

剣け
ん

詩し

舞ぶ

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
宮み

や

村む
ら

秀ひ
で

光み
つ

会か
い

長ち
ょ
う）
と
日に

っ

系け
い

文ぶ
ん

学が
く

ア
カ
デ
ミ
ー
（
同ど

う

会か
い

長ち
ょ
う）
は
、
１
９
、２
０
、２
１

日に
ち

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
「
第だ

い

２
１

回か
い

県け
ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
」
で
、
文ぶ

ん

学が
く

芸げ
い

能の
う

ス
ペ
ー
ス
（
Ｇ
２
５

来
らい

社
しゃ

した一
いっ

行
こう

ス
タ
ン
ド
）
を
初は

つ

出し
ゅ
っ

展て
ん

す
る
。

　

同ど
う

ス
ペ
ー
ス
で
は
、
吟ぎ

ん

剣け
ん

詩し

舞ぶ

の
実じ

つ

演え
ん

や
、
解か

い

説せ
つ

と
基き

礎そ

の
手て

ほ

解ど

き
、
袴

は
か
ま

試し

着ち
ゃ
く

体た
い

験け
ん

な
ど
を
準

じ
ゅ
ん

備び

。
ま
た
、
新し

ん

刊か
ん

５
冊さ

つ

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た
日に

っ

系け
い

作さ
っ

家か

の
書し

ょ

籍せ
き

販は
ん

売ば
い

会か
い

の
ほ
か
、

日に
っ

系け
い

人じ
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た
有ゆ

う

色
し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

の
俳は

い

優ゆ
う

ら
に
よ
る
コ
レ

チ
ー
ボ
・
オ
リ
エ
ン
テ
セ
が

参さ
ん

加か

し
、
出

し
ゅ
つ

演え
ん

作さ
く

品ひ
ん

上じ
ょ
う

映え
い

や

日に
っ

系け
い

俳は
い

優ゆ
う

ら
と
歓か

ん

談だ
ん

す
る
機き

会か
い

も
あ
る
。

　

宮み
や

村む
ら

会か
い

長ち
ょ
うは
「
両

り
ょ
う

協き
ょ
う

会か
い

の

活か
つ

動ど
う

を
併あ

わ

せ
て
行お

こ
な

う
こ
と
で
、

活か
っ

性せ
い

化か

を
図は

か

る
こ
と
が
狙ね

ら

い
」

と
語か

た

り
、「
会か

い

員い
ん

が
少す

く

な
く
な

る
な
か
、
バ
ラ
バ
ラ
に
活か

つ

動ど
う

し
て
い
て
は
限げ

ん

度ど

が
あ
る
。
一い

っ

歩ぽ

踏ふ

み
込こ

ん
で
何な

ん

と
か
器う

つ
わ

を

大お
お

き
く
し
た
か
っ
た
」
と
意い

義ぎ

を
語か

た

る
。

　

将
し
ょ
う

来ら
い

的て
き

に
は
両

り
ょ
う

協き
ょ
う

会か
い

の
統と

う

合ご
う

を
見み

据す

え
、
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

学が
く

芸げ
い

能の
う

協き
ょ
う

会か
い

を
立た

て

上あ

げ
る
こ
と
を

検け
ん

討と
う

し
て
お
り
、
自じ

前ま
え

の
会か

い

館か
ん

を
持も

っ
て
活か

つ

動ど
う

し
て
ゆ
く

構こ
う

想そ
う

を
抱い

だ

い
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
祥し

ょ

こ
う
流

り
ゅ
う

吟ぎ
ん

剣け
ん

詩し

舞ぶ

道ど
う

本ほ
ん

部ぶ

の
森も

り

下し
た

祥し
ょ

星せ
い

理り

事じ

長ち
ょ
う
も
、「
フ
ェ
ス
タ
の
な
か

よ
う
な
反は

ん

響き
ょ
う
が
あ
る
の
か
と

て
も
楽た

の

し
み
で
す
」
と
期き

待た
い

を
語か

た

っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
短た

ん

歌か

や
墨す

み

絵え

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
準

じ
ゅ
ん

備び

さ
れ
て
お
り
、
書し

ょ

籍せ
き

購こ
う

入
に
ゅ
う

者し
ゃ

に
は
森も

り

下し
た

会か
い

長ち
ょ
うが
筆ふ

で

で
名な

前ま
え

を
書か

く
と
い
う
特と

く

典て
ん

も
あ

る
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
名め

い

画が

友と
も

の
会か

い

（
五い

が
ら
し
十
嵐
司つ

か
さ

代だ
い

表ひ
ょ
う
）
が
『
映え

い

画が

鑑か
ん

賞し
ょ
う

会か
い

』
を
８
月が

つ

１
１

日に
ち

、
２
５
日に

ち

昼ひ
る

１
２
時じ

半は
ん

か

ら
熟

じ
ゅ
く

連れ
ん

会か
い

館か
ん

（R
u

a D
r. 

S
iq

u
eira C

a
m

p
o

s, 
1

3
4

）
の
２
階か

い

小し
ょ
うホ
ー
ル
で

開か
い

催さ
い

す
る
。

　

参さ
ん

加か

費ひ

は
一い

っ

般ぱ
ん

１
２
レ
、

会か
い

員い
ん

１
０
レ
。
上

じ
ょ
う

映え
い

開か
い

始し

１
５
分ふ

ん

前ま
え

に
集

し
ゅ
う

合ご
う

す
る
こ
と
。

　

▼
１
１
日に

ち

＝
「
獄ご

く

門も
ん

島と
う

」

（
１
９
４
９
年ね

ん

、
松ま

つ

田だ

定さ
だ

次つ
ぐ

監か
ん

督と
く

）、「
炎ほ

の
お

の
ラ
ン
ナ
ー
」

（
１
９
８
１
年ね

ん

、
ヒ
ュ
ー
・

ハ
ド
ソ
ン
監か

ん

督と
く

）

　

▼
２
５
日に

ち

＝
「
砂す

な

の
器う

つ
わ

」

（
１
９
７
４
年ね

ん

、
野の

村む
ら

芳よ
し

太た

郎ろ
う

監か
ん

督と
く

）、「
勝か

っ

手て

に
し
や
が

れ
」（
１
９
５
９
年ね

ん

、
ジ
ャ
ン・

リ
ュッ
ク
・
ゴ
ダ
ー
ル
監か

ん

督と
く

）

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
五い

が
ら
し
十
嵐
代だ

い

表
ひ
ょ
う

（
１
１
・
３
７
２
６
・
３
７
０ 

９
）、
熟

じ
ゅ
く

連れ
ん

事じ

務む

局き
ょ
く（
同ど

う

・

３
２
０
９
・
５
９
３
５
）
ま

で
。

り
に
参さ

ん

加か

す
る
人ひ

と

も
多お

お

い
の

だ
と
か
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
式し

き

典て
ん

出し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

は
約や

く

５
千せ

ん

人に
ん

限げ
ん

定て
い

で
、
す
で
に
一い

っ

般ぱ
ん

席せ
き

は
空く

う

席せ
き

ゼ

ロ
。
そ
の
上う

え

、
客

き
ゃ
く

席せ
き

か
ら
眞ま

子こ

さ
ま
は
か
な
り
遠と

お

い
。
と

こ
ろ
が
プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
で
は
、

い
ま
の
と
こ
ろ
誰だ

れ

で
も
参さ

ん

加か

可か

能の
う

で
「
も
っ
と
近ち

か

く
か
ら

謁え
っ

見け
ん

で
き
る
」
と
か
。
成せ

い

年ね
ん

皇こ
う

族ぞ
く

が
減へ

る
な
か
、
ノ
ロ
エ
ス

テ
へ
の
皇こ

う

族ぞ
く

ご
訪ほ

う

問も
ん

は
又ま

た

と

な
い
機き

会か
い

。
次つ

ぎ

の
機き

会か
い

は
何な

ん

十じ
ゅ
う

年ね
ん

後ご

か
分わ

か
ら
な
い
。
現げ

ん

地ち

で
は
、
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

に
無む

料
り
ょ
う

配は
い

布ふ

す
る
１
２
０
頁

ぺ
ー
じ

以い

上
じ
ょ
う

の
式し

き

次し

第だ
い

を
含ふ

く

め
た
小

し
ょ
う

冊さ
っ

子し

も
準

じ
ゅ
ん

備び

す
る
気き

合あ

い
の
入い

れ

よ
う
。
ノ
ロ
エ
ス
テ
に
入

に
ゅ
う

植
し
ょ
く

し
た
方か

た

や
育そ

だ

っ
た
人ひ

と

は
、
ぜ

ひ
こ
の
機き

会か
い

に
プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン

ま
で
足あ

し

を
運は

こ

ん
で
み
て
は
？
！

（左
ひだり

から）足
あ

立
だち

事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

、辻
つじ

運
うん

営
えい

委
い

員
いん

長
ちょう

　

外が
い

務む

省し
ょ
うの
次じ

世せ

代だ
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

指し

導ど
う

者し
ゃ

招し
ょ
う

聘へ
い

事じ

業ぎ
ょ
うで
先せ

ん

月げ
つ

末ま
つ

に
訪ほ

う

日に
ち

し
て
い
た
上う

え

塚つ
か

植
し
ょ
く

民み
ん

地ち

入に
ゅ
う

植し
ょ
く１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

い
う
。

　

眞ま

子こ

さ
ま
は
「
ブ
ラ
ジ
ル

を
訪ほ

う

問も
ん

す
る
こ
と
を
心

こ
こ
ろ

待ま

ち

に
し
て
い
ま
す
。
若わ

か

い
日に

っ

系け
い

本ほ
ん

番ば
ん

に
向む

け
準じ

ゅ
ん

備び

た
け
な
わ
！

110
周し

ゅ
う

年ね
ん

と
入に

ゅ
う

植し
ょ
く

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

が
ら
再ふ

た
た

び
車く

る
ま

に
乗の

り
、
ア
パ

ー
ト
の
近ち

か

く
ま
で
来き

た
。

　

だ
が
、
瀬せ

野の

川が
わ

が
氾は

ん

濫ら
ん

し

て
、
そ
れ
以い

上じ
ょ
う

進す
す

め
な
か
っ

た
た
め
、
オ
ガ
タ
さ
ん
と
連れ

ん

絡ら
く

を
と
り
、
近き

ん

所じ
ょ

に
住す

む
彼か

の

女じ
ょ

の
姉し

妹ま
い

の
家い

え

に
泊と

め
て
も

ら
う
事こ

と

に
し
た
の
が
、
午ご

前ぜ
ん

１
時じ

４
９
分ふ

ん

だ
っ
た
。

吟ぎ
ん

剣け
ん

詩し

舞ぶ

や
文ぶ

ん

学が
く

、
日に

っ

系け
い

俳は
い

優ゆ
う

も

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
文ぶ

ん

学が
く

芸げ
い

能の
う

ス
ペ
ー
ス

　

と
こ
ろ
が
、
息む

す

子こ

が
発は

つ

熱ね
つ

し
て
容よ

う

態だ
い

が
悪あ

っ

化か

。
救

き
ゅ
う

急き
ゅ
う

車し
ゃ

を
呼よ

ん
だ
後の

ち

に
オ
ガ
タ
さ
ん

と
連れ

ん

絡ら
く

を
と
ろ
う
と
し
た
の

に
、
何な

ん

度ど

電で
ん

話わ

を
か
け
て
も

通つ
う

じ
な
い
。

　

オ
ガ
タ
さ
ん
は
９
年ね

ん

前ま
え

に

心し
ん

臓ぞ
う

の
手し

ゅ

術じ
ゅ
つを
受う

け
、
毎ま

い

日に
ち

薬く
す
りを
飲の

ん
で
い
た
た
め
、
不ふ

安あ
ん

に
思お

も

っ
た
ル
シ
ア
さ
ん
が

娘む
す
めの
友ゆ

う

人じ
ん

達た
ち

に
頼た

の

ん
で
見み

に

行い

っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

扉と
び
らは
鍵か

ぎ

が
開ひ

ら

い
て
お
り
、
電で

ん

気き

も
エ
ア
コ
ン
も
つ
い
た
ま

ま
の
部へ

屋や

で
オ
ガ
タ
さ
ん
が

息い
き

絶た

え
て
い
た
と
い
う
。

　

知し

ら
せ
を
受う

け
た
マ
ル
シ

ア
さ
ん
は
、
虫

ち
ゅ
う

垂す
い

炎え
ん

で
緊き

ん

急
き
ゅ
う

手し
ゅ

術じ
ゅ
つを
受う

け
た
息む

す

子こ

を
病

び
ょ
う

院い
ん

に
残の

こ

し
た
ま
ま
、
娘む

す
め

と
共と

も

に

車く
る
まに
乗の

り
、
洪こ

う

水ず
い

や
土ど

砂し
ゃ

崩く
ず

れ
の
起お

き
た
箇か

所し
ょ

を
避さ

け
な

が
ら
や
っ
と
ア
パ
ー
ト
に
た

ど
り
着つ

い
た
。
オ
ガ
タ
さ
ん

の
遺い

体た
い

は
、
検け

ん

死し

医い

達た
ち

が
来く

る
ま
で
の
２
日か

間か
ん

、
ア
パ
ー

ト
に
留と

め
置お

か
れ
た
。

　

オ
ガ
タ
さ
ん
が
火か

葬そ
う

に
伏ふ

く

さ
れ
た
の
は
１
０
日か

。
火か

葬そ
う

後ご

の
灰は

い

は
、
息む

す

子こ

の
帰か

え

り
を

待ま

ち
わ
び
て
い
た
母は

は

親お
や

に
引ひ

き
渡わ

た

す
べ
く
、
伯は

っ

国こ
く

に
持も

ち

帰か
え

る
。
オ
ガ
タ
さ
ん
は
３
５

年ね
ん

間か
ん

、
１
度ど

も
帰き

国こ
く

せ
ず
、

工こ
う

場じ
ょ
うで
働は

た
ら

い
て
い
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

傘さ
ん

下か

の
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

介か
い

護ご

施し

設せ
つ

カ
ン
ポ
ス
さ
く
ら
ホ
ー

ム
（
辻つ

じ

雄ゆ
う

三ぞ
う

運う
ん

営え
い

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

）

は
「
第だ

い

５
０
回か

い

桜さ
く
ら

ま
つ
り
」

を
２
１
日に

ち

か
ら
同ど

う

ホ
ー
ム

（A
v. Tassab

u
ro Y

a-
m

aguch
i, 2173

, V
ila 

A
lb

ertin
a, C

am
p

os 
d

o Jo
rd

ao

）
で
開か

い

催さ
い

す

る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
う１
８
レ
ア
ル
、

半は
ん

額が
く

券け
ん

９
レ
。

　

２
１
日に

ち

か
ら
来ら

い

月げ
つ

１
２
日に

ち

ま
で
の
週

し
ゅ
う

末ま
つ

８
日か

間か
ん

に
渡わ

た

り
事じ

業ぎ
ょ
うと
し
て
ホ
ー
ム
施し

設せ
つ

内な
い

に
日に

本ほ
ん

庭て
い

園え
ん

を
造ぞ

う

園え
ん

。
滝た

き

や

池い
け

が
新あ

ら

た
に
作つ

く

ら
れ
た
ほ

か
、
歩ほ

道ど
う

も
整せ

い

備び

さ
れ
た
。

観か
ん

光こ
う

地ち

と
し
て
の
立り

っ

地ち

を
活い

か
し
、
同ど

う

祭さ
い

終し
ゅ
う

了り
ょ
う

後ご

も
一い

っ

般ぱ
ん

公こ
う

開か
い

す
る
予よ

定て
い

で
、
入

に
ゅ
う

場
じ
ょ
う

料り
ょ
うを
施し

設せ
つ

運う
ん

営え
い

費ひ

に
充

じ
ゅ
う

当と
う

し

た
い
考か

ん
が

え
だ
。

　

ま
た
、
同ど

う

市し

は
さ
く
ら
祭ま

つ

り
を
市し

の
無む

形け
い

文ぶ
ん

化か

遺い

産さ
ん

に
認に

ん

定て
い

す
る
こ
と
を
決け

っ

定て
い

。

２
２
日に

ち

正し
ょ
う

午ご

か
ら
催も

よ
お

さ
れ
る

開か
い

会か
い

式し
き

で
署し

ょ

名め
い

式し
き

を
行お

こ
な

う
。

　

同ど
う

ホ
ー
ム
に
は
、
主お

も

に
雪ゆ

き

割わ
り

桜ざ
く
ら

や
陽よ

う

光こ
う

桜ざ
く
ら、
八や

重え

桜ざ
く
ら、

ヒ
マ
ラ
ヤ
桜ざ

く
ら

な
ど
５
０
０
本ほ

ん

が
植う

え
ら
れ
て
お
り
、
期き

間か
ん

中ち
ゅ
う

に
満ま

ん

開か
い

を
迎む

か

え
る
。
寒か

ん

波ぱ

で
開か

い

花か

が
少す

こ

し
遅お

く

れ
て

お
り
、
開か

い

催さ
い

初し
ょ

日に
ち

は
三さ

ん

部ぶ

咲ざ
き

と
な
る
見み

込こ

み
。
例れ

い

年ね
ん

２
万ま

ん

５
千せ

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
う

が
訪お

と
ず

れ

る
。

　

期き

間か
ん

中ち
ゅ
う

は
、
太た

い

鼓こ

、
日に

ち

舞ぶ

、
体た

い

操そ
う

、
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
多た

様よ
う

な
芸げ

い

能の
う

が
催も

よ
お

さ
れ
、

５
０
の
屋や

台た
い

が
立た

ち
並な

ら

ぶ
。

焼や

き
魚

ざ
か
な

定て
い

食し
ょ
くな
ど
の
日に

本ほ
ん

食
し
ょ
く

や
名め

い

産さ
ん

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な

ど
も
販は

ん

売ば
い

さ
れ
る
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
辻つ

じ

運う
ん

営え
い

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、
足あ

立だ
ち

操み
さ
お

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うは「
空く

う

気き

も
き
れ
い
で
、

ゆ
っ
た
り
と
一い

ち

日に
ち

を
楽た

の

し
め

眞
ま

子
こ

さま「ブラジル訪
ほう

問
もん

が楽
たの

しみ」
（７） ２０１８年第５０３９号 	 ７月	１４日	（土曜日）

妻つ
ま

が
豪ご

う

雨う

で
帰き

宅た
く

出で

来き

ぬ
間あ

い
だ

に

日に
っ

系け
い

男だ
ん

性せ
い

が
心し

ん

筋き
ん

梗こ
う

塞そ
く

で
死し

亡ぼ
う

広ひ
ろ

島し
ま

市し

２
１
日に

ち

か
ら
４
週し

ゅ
う

末ま
つ

連れ
ん

続ぞ
く

で
開か

い

催さ
い

第だ
い

５
０
回か

い

記き

念ね
ん

し
日に

本ほ
ん

庭て
い

園え
ん

造ぞ
う

園え
ん

カ ン ポ ス
さくら祭

まつ
り

建け
ん

設せ
つ

が
進す

す

む
入に

ゅ
う

植し
ょ
く

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

塔と
う

プロミッ
ソ ン

願が
ん

の
ノ
ロ
エ
ス
テ
皇こ

う

族ぞ
く

ご
訪ほ

う

問も
ん

の
た
め
に
、
関か

ん

係け
い

各か
く

所し
ょ

に
働

は
た
ら

き
か
け
を
し
て
き
た
。「
ま
だ

夢ゆ
め

を
見み

て
い
る
よ
う
。
本ほ

ん

当と
う

に
お
越こ

し
頂い

た
だ
け
る
な
ん
て
信し

ん

じ
ら
れ
な
い
」
と
喜よ

ろ
こ
び
を
噛か

み
締し

め
、「
又ま

た

と
な
い
機き

会か
い

に

な
る
は
ず
。
精せ

い

一い
っ

杯ぱ
い

準じ
ゅ
ん

備び

を

し
て
、
お
迎む

か

え
し
た
い
」
と

意い

気き

込ご

ん
だ
。

　

当と
う

日じ
つ

は
、
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か

ら
開か

い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

法ほ
う

要よ
う

、

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

生せ
い

徒と

ら
が
「
海う

み

を
渡わ

た

っ
て
１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

」
で

日に
っ

伯ぱ
く

国こ
っ

旗き

を
持も

っ
て
踊お

ど

り
を

披ひ

露ろ
う

。
そ
の
他ほ

か

、
老ろ

う

若に
ゃ
く

男な
ん

女に
ょ

が
楽た

の

し
め
る
日に

本ほ
ん

の
食し

ょ
く、
文ぶ

ん

化か

芸げ
い

能の
う

な
ど
様さ

ま

々ざ
ま

な
催も

よ
お
し
が

終し
ゅ
う

日じ
つ

行お
こ
なわ
れ
、
午ご

後ご

１
０
時じ

に
閉へ

い

会か
い

と
な
る
。

名め
い

画が

友と
も

の
会か

い

８
月が
つ
の
上
じ
ょ
う
映え
い

ま
す
。
子こ

供ど
も

が
遊あ

そ

べ
る
ス
ペ

ー
ス
も
あ
る
の
で
、
家か

族ぞ
く

連づ

れ
で
お
越こ

し
下く

だ

さ
い
」
と
来ら

い

場じ
ょ
うを
呼よ

び
か
け
た
。

　

往お
う

復ふ
く

バ
ス
は
、
日に

ち

曜よ
う

日び

の
み
援え

ん

協き
ょ
う

前ま
え

（R
u

a Fa-
gu

ndes, 121, Liber -
dade

）か
ら
出で

る
。
午ご

前ぜ
ん

６

時じ

半は
ん

出し
ゅ
っ

発ぱ
つ

、
午ご

後ご

３
時じ

半は
ん

現げ
ん

地ち

発は
つ

。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
う

込ご

み
で
往お

う

復ふ
く

、
援え

ん

協き
ょ
う

会か
い

員い
ん

８
５
レ
、
非ひ

会か
い

員い
ん

９
０
レ
。
申

も
う
し

込こ

み
は
、

援え
ん

協き
ょ
う

福ふ
く

祉し

部ぶ

（
３
２
７
４
・ 

６
５
１
８
）
ま
で
。

開か
い

催さ
い

さ
れ
る
。

全ぜ
ん

日じ
つ

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
午ご

後ご

４
時じ

ま
で
。

　

今こ

年と
し

で
開か

い

催さ
い

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
節ふ

し

目め

を
迎む

か

え
る
こ

と
か
ら
、
記き

念ね
ん

　

上う
え

塚つ
か

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

入に
ゅ
う

植し
ょ
く

百
ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

委い

員い
ん

会か
い

は
、
プ
ロ
ミ
ッ

ソ
ン
か
ら
全ぜ

ん

伯は
く

に
巣す

立だ

っ
て
い

っ
た
同ど

う

郷き
ょ
う

者し
ゃ

並な
ら

び
に
、
そ
の

子し

弟て
い

に
参さ

ん

加か

を
呼よ

び
か
け
て

い
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
機き

に
で
披ひ

露ろ
う

し
て
、
伝で

ん

統と
う

あ
る
吟ぎ

ん

剣け
ん

詩し

舞ぶ

が
ど
れ
だ
け
理り

解か
い

さ
れ
る
か
を
考

か
ん
が

え
、
こ
れ
ま
で
参さ

ん

加か

し
て
こ
な
か
っ

た
」
と
振ふ

り
返か

え

る
。
だ
が
「
こ
ち

ら
か
ら
近ち

か

づ
い
て

呼よ

び
か
け
な
く
て

は
。
こ
れ
は
初は

じ

め

て
の
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

。
ど
の

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

の
前ま

え

田だ

フ
ァ
ビ

オ
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長
ち
ょ
う

は
、
先せ

ん

月げ
つ

２
６

日に
ち

、
秋あ

き

篠し
の
の

宮み
や

邸て
い

で
秋あ

き

篠
し
の
の

宮み
や

同ど
う

妃ひ

両り
ょ
う

殿で
ん

下か

、
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

に
ご
引い

ん

見け
ん

を
受う

け
た
と



太
たい

鼓
こ

公
こう

演
えん

も人
ひと

を呼
よ

ぶ

日に

本ほ
ん

や
南な

ん

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

か
ら

音お
ん

楽が
く

や
マ
ジッ
ク
、ミ
ス
日に

っ

系け
い

　

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

会か
い

場じ
ょ
うで
は
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

公こ
う

演え
ん

「
結ゆ

い

」
が
２
１
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
０

時じ

か
ら
始は

じ

ま
り
、
太た

い

鼓こ

パ
レ
ー

ド
で
開か

い

幕ま
く

、
午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら

第だ
い

１
部ぶ

の
「
彩あ

や

」、
正

し
ょ
う

午ご

か
ら
の

式し
き

典て
ん

後ご

に
第だ

い

２
部ぶ

の
「
瑞ず

い

」
が

行お
こ
なわ
れ
る
。

　
「
結ゆ

い

」
は
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

舞ぶ

踊よ
う

の
玉た

ま

城
ぐ
す
く

流り
ゅ
う

扇せ
ん

寿じ
ゅ

会か
い

・
小こ

波な
み

流り
ゅ
う

琉り
ゅ
う

球
き
ゅ
う

き
か
ら
じ
結ゆ

い
研け

ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

の
斉さ

い

藤と
う

悟さ
と
る

主し
ゅ

宰さ
い

と
大お

お

城し
ろ

ア
レ
ッ
ク
ス
さ

記き

念ね
ん

公こ
う

演え
ん

は
２
千せ

ん

人に
ん

豪ご
う

華か

シ
ョ
ー

食し
ょ
く

、芸げ
い

術じ
ゅ
つ

、芸げ
い

能の
う

が
山や

ま

盛も

り

式し
き

セ
レ
モ
ニ
ー
は
７
月が

つ

２
１
日に

ち

、

１
２
時じ

か
ら
１
３
時じ

ま
で
、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
日に

っ

程て
い

の
中な

か

で
行お

こ
な
わ
れ
、

眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

も
ご
臨り

ん

席せ
き

さ

れ
ま
す
。特と

く

別べ
つ

な
一い

ち

年ね
ん

で
す
の
で
、

日に

本ほ
ん

の
多お

お

く
の
県け

ん

か
ら
の
慶け

い

祝
し
ゅ
く

団だ
ん

も
ご
訪ほ

う

問も
ん

く
だ
さ
い
ま
す
の

で
、
盛せ

い

大だ
い

な
式し

き

典て
ん

に
な
る
よ
う
、

努つ
と

め
て
お
り
ま
す
。

　

ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

読ど
く

者し
ゃ

の
皆み

な

様さ
ま

や
ブ
ラ
ジ
ル
の
親し

ん

日に
ち

家か

の
皆み

な

様さ
ま

を
本ほ

ん

年ね
ん

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
に
ご
招

し
ょ
う

待た
い

で
き
る
こ
と
は
県け

ん

連れ
ん

（
ブ
ラ
ジ

ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

）、
な
ら
び
に
第だ

い

２
１
回か

い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

に
と
っ
て

大お
お

き
な
喜よ

ろ
こ
び
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

第だ
い

２
１
回か

い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
は
４
・

８
万ま

ん

平へ
い

米べ
い

の
敷し

き

地ち

内な
い

に
ス
ポ
ン

サ
ー
企き

業ぎ
ょ
う

様さ
ま

や
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

団だ
ん

体た
い

様さ
ま

の
ブ
ー
ス
、
物ぶ

っ

品ぴ
ん

店て
ん

、
文ぶ

ん

化か

体た
い

験け
ん

コ
ー
ナ
ー
、
熟

じ
ゅ
く

年ね
ん

広ひ
ろ

場ば

、
子こ

供ど
も

広ひ
ろ

場ば

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今こ

ん

回か
い

、
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
相ふ

さ
わ応
し
い
よ
う
設せ

っ

計け
い

さ
れ
た

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
国こ

く

内な
い

外が
い

か
ら
の
様さ

ま

々ざ
ま

な
芸げ

い

能の
う

シ
ョ
ー

が
楽た

の

し
め
ま
す
。

　

フ
ー
ド
コ
ー
ト
は
例れ

い

年ね
ん

通ど
お

り
、
と
て
も
魅み

力り
ょ
く

的て
き

で
、
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

が
心こ

こ
ろ
を
こ
め
て

作つ
く

っ
た
各か

く

県け
ん

の
郷

き
ょ
う

土ど

料り
ょ
う

理り

を

ご
用よ

う

意い

し
て
い
ま
す
。
日に

本ほ
ん

各か
く

地ち

の
ご
当と

う

地ち

料り
ょ
う

理り

を
味あ

じ

わ
う

最さ
い

高こ
う

の
機き

会か
い

で
す
。

　

さ
ら
に
県け

ん

連れ
ん

は
、
第だ

い

２
１
回か

い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
目め

玉だ
ま

企き

画か
く

の
一ひ

とつ
と

し
て
「
ギ
ネ
ス
世せ

界か
い

記き

録ろ
く

」
に

挑ち
ょ
う

戦せ
ん

し
ま
す
。
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

が
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
和わ

食し
ょ
くレ
ス

ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
数す

う

人に
ん

と
共と

も

に
力

ち
か
ら

を
合あ

わ
せ
、
５
０
０
種し

ゅ

類る
い

以い

上
じ
ょ
う

の
料

り
ょ
う

理り

を
作つ

く

り
、
世せ

界か
い

で
最も

っ
と
も

多お
お

く
の
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

を
一い

っ

挙き
ょ

に
展て

ん

示じ

す
る
こ
と
を
目め

指ざ

し
ま
す
。

ギ
ネ
ス
世せ

界か
い

記き

録ろ
く

の
認に

ん

定て
い

を
獲か

く

得と
く

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

が
よ
り
一い

っ

層そ
う

注
ち
ゅ
う

目も
く

を
浴あ

び
、
リ
ス
ペ
ク
ト
を
得え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思お

も

っ
て
い

ま
す
。

　

他ほ
か

に
も
、
ミ
ス
・
ニ
ッ
ケ
イ
・

の
イ
ベ
ン
ト
会か

い

場じ
ょ
うで
あ
る
サ
ン

パ
ウ
ロ
・
エ
キ
ス
ポ
（R

od. 
Im
igrantes, km

 1,5

）

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
ま
す
。サ
ン
パ
ウ
ロ・

エ
キ
ス
ポ
は
最さ

い

先せ
ん

端た
ん

の
設せ

つ

備び

が

整と
と
の

っ
て
お
り
、
ご
来ら

い

場じ
ょ
うの
皆み

な

様さ
ま

へ
快か

い

適て
き

を
提て

い

供き
ょ
うし
ま
す
。

　

本ほ
ん

年ね
ん

は
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
節ふ

し

目め

の
年と

し

で

す
。
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

公こ
う

　

第だ
い

２
１
回か

い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
「
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
・
ド
・
ジ
ャ
ポ

ン
」
は
７
月が

つ

２
０
、２
１
、２
２

日に
ち

、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
最さ

い

大だ
い

級
き
ゅ
う

テーマは「移
い

民
みん

110周
しゅう

年
ねん

」

  INFORMAÇÕES 

S i t e :  w w w . f e s t i v a l d o j a p a o . c o m
Te l :  ( 1 1 )  3 2 7 7 - 6 1 0 8  /  3 2 7 7 - 8 5 6 9
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
■日

に

本
ほん

祭
まつ

り
【20日

か

】正
しょう

午
ご

から午
ご

後
ご

９時
じ

。【21日
にち

】
午
ご

前
ぜん

９時
じ

から午
ご

後
ご

９時
じ

。【最
さい

終
しゅう

日
び

の
22日

にち

】午
ご

前
ぜん

10時
じ

から午
ご

後
ご

６時
じ

まで。
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

■【日
に

本
ほん

祭
まつ

り入
にゅう

場
じょう

券
けん

】前
まえ

売
う

り22レア
ル、当

とう

日
じつ

28レ。学
がく

生
せい

は半
はん

額
がく

の14レ
だが身

み

分
ぶん

証
しょう

明
めい

書
しょ

が必
ひつ

要
よう

。【入
にゅう

場
じょう

無
む

料
りょう

】
８歳

さい

以
い

下
か

の子
こ

供
ども

、60 歳
さい

以
い

上
じょう

の女
じょ

性
せい

、65歳
さい

以
い

上
じょう

の男
だん

性
せい

。【駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

】45
レ。【無

む

料
りょう

バス】午
ご

前
ぜん

８時
じ

～午
ご

後
ご

10
時
じ

の間
あいだ

地
ち

下
か

鉄
てつ

ジャバクアラ駅
えき

から。
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
■以

い

下
か

、リベルダーデ区
く

内
ない

の入
にゅう

場
じょう

券
けん

販
はん

売
ばい

所
じょ

。
KENREN / FESTIVAL DO JAPÃO - Rua São Joaquim 
381, 5º andar – sala 52 – (11) 3277-8569. 
Atendimento 2ª a 6ª, 9h às 18h. ANIMES 
MANIA - R. Galvão Bueno 40 – lojas 215/217. 
Atendimento 2ª a 2ª, 10h às 19h. ATSIGMA - 
R. Galvão Bueno 40 – lojas 301 e 302 – (11) 
3203-1950. Atendimento 2ª a 2ª, 10h às 
18h30. FANCY GOODS - R. Galvão Bueno, 224 
– (11) 3277-7267. Atendimento  2ª a sáb., 9h 
às 18h45 e dom. 9h30 às 18h30. HACHI CREPE 
E CAFÉ - R. Galvão Bueno 586 – (11) 3208-
3113. Atendimento 2ª a 5ª, 11h às 19h30, 6ª 
e sáb., 11h às 21h, dom. e feriados 11h às 
19h. JAPAN SOCIETY - R. Galvão Bueno 17/19 
– box 15 – (11) 3399-3793. Atendimento 
2ª a sáb., 9h às 19h, dom. 9h30 às 18h30. 
LAMEN KAZU - R. Tomas Gonzaga, 51 – (11) 
3208-6179. Atendimento 2ª a sáb., 11h às 
15h e 18h às 22h30, dom. e feriados até 
21h. SEGREDO DOS DOCES - R. Galvão Bueno 
13 – (11) 3207-1600. Atendimento 2ª a 
6ª, 8h às 20h, sáb. e dom., 8h30 às 19h.

ブ
ラ
ジ
ル
の
選せ

ん

考こ
う

会か
い

や
、
若わ

か

い

コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
た
ち
が
自じ

分ぶ
ん

の
好す

き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
り

き
っ
て
参さ

ん

加か

す
る
「
ア
キ
バ
・
コ

ス
プ
レ
」
コ
ン
ク
ー
ル
も
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
見み

ど
こ
ろ
で
す
。

　

第だ
い

２
１
回か

い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
来ら

い

場
じ
ょ
う

者し
ゃ

に
は
、
必か

な
ら
ず
楽た

の

し
い
時じ

間か
ん

を

過す

ご
し
て
い
た
だ
け
る
と
確か

く

信し
ん

し
て
い
ま
す
。
皆み

な

様さ
ま

の
ご
参さ

ん

加か

が
あ
っ
て
こ
そ
、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
は
す

ば
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来ら

い

場じ
ょ
うを
お
待ま

ち

し
て
お
り
ま
す
。

第だ
い

　
回か

い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
ご
案あ

ん

内な
い

第だ
い

２
１
回か

い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う　
市い

ち

川か
わ 

利と
し

雄お

21

郷
きょうどしょく

土食コーナーは毎
まい

年
とし

大
だい

人
にん

気
き

高
たか

さ約
やく

１・２５メートルの鶴
つる

会
かい

場
じょう

にはコスプレイヤーも多
おお

い芸
げい

能
のう

発
はっ

表
ぴょう

も演
えん

目
もく

が豊
ほう

富
ふ

昨
さく

年
ねん

のミス・ニッケイコンテストの様
よう

子
す

今
こ

年
とし

は一
いっ

般
ぱん

人
じん

作
さく

成
せい

の作
さく

品
ひん

も飾
かざ

られる

　

そ
の
後ご

も
同ど

う

式し
き

典て
ん

会か
い

場じ
ょ
うで
芸げ

い

能の
う

発は
っ

表ぴ
ょ
うが
行お

こ

な
わ
れ
、
国こ

く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

基き

金き
ん

が
日に

本ほ
ん

か
ら
招

し
ょ
う

聘へ
い

す

る
藤ふ

じ

山や
ま

大た
い

樹じ
ゅ

さ
ん
も
出

し
ゅ
つ

演え
ん

す

る
。
藤ふ

じ

山や
ま

さ
ん
は
日に

本ほ
ん

の
無む

形け
い

文ぶ
ん

化か

財ざ
い

に
指し

定て
い

さ
れ
て
い
る
マ

ジ
ッ
ク
「
手て

妻づ
ま

（
和わ

妻づ
ま

）」
の

継け
い

承し
ょ
う

者し
ゃ

。

　

舞ぶ

踊よ
う

の
要よ

う

素そ

、
古こ

典て
ん

の
決き

ま

り
ご
と
を
守ま

も

っ
て
演え

ん

じ
る
正せ

い

統と
う

な「
手て

妻づ
ま

」を
継け

い

承し
ょ
うし
、〝
マ
ジ
ッ

ク
界か

い

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〞
と
呼よ

ば
れ
る「
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
」本ほ

ん

戦せ
ん

ジ
ェ

ネ
ラ
ル
部ぶ

門も
ん

で
５
位い

に
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
うし

た
実じ

つ

力り
ょ
く

者し
ゃ

だ
。
世せ

界か
い

で
公こ

う

演え
ん

を
行お

こ
な
う
な
ど
活か

つ

躍や
く

し
て
い
る
。

　
「
島し

ま

歌う
た

」
や
「
風か

ぜ

に
な
り
た

い
」
な
ど
で
有ゆ

う

名め
い

な
日に

本ほ
ん

の
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
宮み

や

沢ざ
わ

和か
ず

史ふ
み

さ
ん
も
特と

く

別べ
つ

に
出

し
ゅ
つ

演え
ん

す
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
ミ
ス
・
ニ
ッ
ケ

て
い
る
。

会か
い

場じ
ょ
う

内な
い

の
飾か

ざ

り
に
も
注ち

ゅ
う

目も
く

！

　

今こ
ん

回か
い

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
は
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

体た
い

験け
ん

ス
ペ
ー
ス
が
屋お

く

外が
い

に

設せ
っ

置ち

さ
れ
る
。
同ど

う

ス
ペ
ー
ス
に

は
絵え

手て

紙が
み

、
切き

り
紙が

み

、
漫ま

ん

画が

、

折お

り
紙が

み

、
折お

り
布ぬ

の

、
押お

し
花ば

な

、

書し
ょ

道ど
う

、
墨す

み

絵え

、
和わ

紙し

の
作さ

く

品ひ
ん

が
飾か

ざ

ら
れ
る
。
作さ

く

品ひ
ん

は
一い

っ

般ぱ
ん

人じ
ん

が
作つ

く

り
、
県け

ん

連れ
ん

に
送お

く

っ
た
も
の

の
ほ
か
、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
当と

う

日じ
つ

に
来ら

い

場じ
ょ
う

客き
ゃ
くが
作さ

く

成せ
い

し
た
も
の
も
。

　

当と
う

日じ
つ

折お

り
布ぬ

の

の
体た

い

験け
ん

教き
ょ
う

室し
つ

を
行お

こ

な
う
カ
ト
ウ
・
タ
イ
ス
先せ

ん

生せ
い

は
「
折お

り
布ぬ

の

作さ
く

品ひ
ん

だ
け
で
千せ

ん

点て
ん

集あ
つ

ま
っ
た
。
他た

の
作さ

く

品ひ
ん

も
千せ

ん

点て
ん

ほ
ど
集あ

つ

ま
っ
て
い
る
の
で

は
」
と
語か

た

っ
た
。

　

駐
ち
ゅ
う

車し
ゃ

場じ
ょ
うか
ら
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
会か

い

場じ
ょ
う

入い

り
口ぐ

ち

ま
で
の
通つ

う

路ろ

に
は
、

企き

業ぎ
ょ
うや
参さ

ん

加か

団だ
ん

体た
い

の
バ
ナ
ー
、

ポ
リ
塩え

ん

化か

ビ
ニ
ル
で
作つ

く

ら
れ
た

高た
か

さ
約や

く

１
・
２
５
メ
ー
ト
ル
の

鶴つ
る

の
像ぞ

う

も
５
つ
飾か

ざ

ら
れ
る
。

東と
う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

に
向む

け
折お

り

鶴づ
る

作づ
く

り

皆み
な

で
折お

っ
て
平へ

い

和わ

を
祈い

の

る

　

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の
ブ
ー
ス

で
は
「
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ　

Ｏ
Ｒ
Ｉ

Ｚ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
（
ピ
ー
ス
折お

り
鶴づ

る

）」

作つ
く

り
が
行お

こ

な
わ
れ
る
。
ピ
ー
ス

折お

り
鶴づ

る

と
は
、
同ど

う

委い

員い
ん

会か
い

が
公こ

う

益え
き

財ざ
い

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

日に

本ほ
ん

ユ
ニ
セ
フ
協

き
ょ
う

会か
い

と
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
（
国こ

く

連れ
ん

児じ

童ど
う

基き

金き
ん

）
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
得え

て
推す

い

進し
ん

す
る
東と

う

京き
ょ
う２
０
２
０
参さ

ん

画か
く

プ
ロ

グ
ラ
ム
。

　

平へ
い

和わ

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うで
あ
る
折お

り
鶴づ

る

作づ
く

り
を
通と

お

し
、
戦せ

ん

争そ
う

が
な
い
世せ

界か
い

を
実じ

つ

現げ
ん

し
広ひ

ろ

げ
て
い
く
活か

つ

動ど
う

。
同ど

う

ブ
ー
ス
で
配は

い

布ふ

さ
れ
る

東と
う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が

入は
い

っ
た
青あ

お

、
黄き

、
赤あ

か

、
黒く

ろ

、
緑

み
ど
り

の
五ご

色し
ょ
くの
折お

り
紙が

み

で
鶴つ

る

を
作つ

く

る
。
右み

ぎ

の
羽は

根ね

に
は
平へ

い

和わ

の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書か

け
る
。

　

作つ
く

っ
た
鶴つ

る

は
持も

ち
帰か

え

れ
る
ほ

か
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
ヘ
ッ
ヂ
・
ソ
シ
ア
ウ
）

に
写し

ゃ

真し
ん

を
投と

う

稿こ
う

す
る
と
東と

う

京
き
ょ
う

五ご

輪り
ん

委い

員い
ん

会か
い

に
届と

ど

く
と
い
う
仕し

組く

み
に
な
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
は

特と
く

産さ
ん

品ひ
ん

試し

食し
ょ
く

会か
い　

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
サ
ン
パ
ウ
ロ
事じ

務む

所し
ょ

は
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

市し

場じ
ょ
う

開か
い

拓た
く

サ
ン
プ
ル
展て

ん

示じ

会か
い

を

行お
こ
なう
。
１
８
品ひ

ん

目も
く

が
出

し
ゅ
っ

品ぴ
ん

予よ

定て
い

と
な
っ
て
お
り
、
各か

く

品ひ
ん

目も
く

１
０
０
人に

ん

前ぜ
ん

後ご

か
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
山や

ま

本も
と

裕ゆ
う

也や

さ
ん
は
「
基き

本ほ
ん

的て
き

に
１

品ひ
ん

目も
く

１
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うが
目も

く

標ひ
ょ
う。

ぜ
ひ
皆み

な

様さ
ま

に
足あ

し

を
運は

こ

ん
で
い
た

だ
き
た
い
」
と
期き

待た
い

の
声こ

え

を
寄よ

せ
た
。

　ブラジル日
に

本
ほん

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

人
じん

会
かい

主
しゅ

催
さい

の日
に

本
ほん

祭
まつ

りが来
らい

週
しゅう

末
まつ

、サンパウロＥＸＰＯセンター（Rodovia dos 
Imigrantes km 1,5）で行

おこ

なわれる。「ブラジル日
に

本
ほん

移
い

民
みん

110 周
しゅう

年
ねん

」がテーマの今
こ

年
とし

は20（金
きん

）、21（土
ど

）、
22日

にち

（日
にち

）の３日
か

間
かん

開
かい

催
さい

で約
やく

20 万
まん

人
にん

の来
らい

場
じょう

者
しゃ

を見
み

込
こ

んでいる。ブラジル日
に

本
ほん

移
い

民
みん

110 周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

が会
かい

場
じょう

内
ない

で行
おこな

われ、日
に

本
ほん

から眞
ま

子
こ

内
ない

親
しん

王
のう

殿
でん

下
か

が出
しゅっ

席
せき

されるので、日
に

本
ほん

からの注
ちゅう

目
もく

も集
あつ

めそうだ。毎
まい

年
とし

多
おお

くの人
ひと

が
楽
たの

しみにしている日
に

本
ほん

各
かく

地
ち

の郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

のほか、日
に

本
ほん

食
しょく

の種
しゅ

類
るい

の多
おお

さでギネス記
き

録
ろく

獲
かく

得
とく

への挑
ちょう

戦
せん

、またコスプ
レやミス・ニッケイ、日

に

本
ほん

文
ぶん

化
か

体
たい

験
けん

コーナー、高
こう

齢
れい

者
しゃ

コーナーなど、全
ぜん

年
ねん

齢
れい

が楽
たの

しめる企
き

画
かく

が盛
も

り沢
だく

山
さん

だ。

海か
い

外が
い

最さ
い

大だ
い

級き
ゅ
う

で
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

堪た
ん

能の
う

第
だい

　回
かい

県
けん

連
れん

日
に

本
ほん

祭
まつ

り第21

 移
い

民
みん

110周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

公
こう

演
えん

「誰
だれ

も見
み

たことが
ないショーを」

ん
が
監か

ん

修し
ゅ
うし
て
い
る
。
斉さ

い

藤と
う

さ
ん

は
「
だ
れ
も
見み

た
こ
と
が
な
い
公こ

う

演え
ん

に
な
る
」
と
自じ

信し
ん

を
見み

せ
る
。

様さ
ま

々ざ
ま

な
舞ぶ

踊よ
う

団だ
ん

体た
い

が
混ま

ざ
り
合あ

い
、
延の

べ

２
千せ

ん

人に
ん

が
舞ぶ

台た
い

で
壮そ

う

大だ
い

な

シ
ョ
ー
を
繰く

り
広ひ

ろ

げ
る
予よ

定て
い

だ
。

イ
が
２
１
日に

ち

午ご

後ご

７
時じ

か
ら
行

お
こ
な

わ
れ
、
今こ

年と
し

一い
ち

番ば
ん

美う
つ
くし
い
日に

っ

系け
い

女じ
ょ

性せ
い

を
決け

っ

定て
い

す
る
。
日に

本ほ
ん

か
ら

は
ボ
サ
ノ
ヴ
ァ
な
ど
を
演え

ん

奏そ
う

す

る
伯は

く

音お
ん

楽が
く

ユ
ニ
ッ
ト
の
「
Ｋ
ｅ

ｉ
ｋ
ｏ　

Ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ｕ
ｒ

ａ
＆
Ｔ
ａ
ｋ
ａ
ａ
ｋ
ｉ　

Ｏ
ｈ

ｎ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
」、
ト
レ
ジ
ャ
ー

ガ
ー
デ
ン
が
公こ

う

演え
ん

を
す
る
。

　

亜あ

国こ
く

か
ら
は
大お

お

城し
ろ

ヴ
ァ
ネ
ッ

サ
さ
ん
、
外ほ

か

間ま

グ
ー
ス
さ
ん
、

ウ
ル
グ
ア
イ
か
ら
バ
ン
ダ
・
ア

ル
ド
も
参さ

ん

加か

。
今こ

年と
し

も
南な

ん

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

か
ら
の
出

し
ゅ
つ

演え
ん

が
楽た

の

し
め
る
。

郷き
ょ
う

土ど

食し
ょ
くコ
ー
ナ
ー
奥お

く

の
パ
ル

コ
・
ヴ
ェ
ル
デ
・
ア
マ
レ
ロ
で

は
約や

く

６
０
も
の
演え

ん

目も
く
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